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(孟)に加理
00U臨時総会で役員改選

.内

正
副
理
事
長
が
総
替
わ
り

実
績
踏
ま
え
新
展
開
図
る

H
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

ω(事
務
局
H
東
京
都
渋

谷
灰
渋
谷
三
の
六
の
二
、
第
二
矢
木
ピ
ル
、

倉
山

O
九
|
五

二
ニ
二
、
組
合
員
数
凹

l
内
社
、
略
称

J
O
U
)
で
は
六
月

二
日
、
臨
時
総
会
を
附
悩
し
内
問
的
政
務
長
続
任
に
伴
う
全

役
員
改
選
を
行
な
い
、
そ
の
紙
袋
、
約
七
年
間
に
わ
た
っ
て

取
市
中
長
を
務
め
て
き
た
内
凶
氏
に
代
わ
り
、
加
茂
筏
氏

(倒

東
名
遊
凶
)
が
新
盟
事
長
に
選
ば
れ
、
同
組
合
は
新
役
員
態

勢
の
も
と
に
新
た
な
出
発
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

間
一
一
高
畑
、

臨
時
総
会
は
二
H
、
東
京

新
街
の
ホ
テ
ル

・
セ
ン
チ
ュ

リ
l
ハ
イ
ア
ッ
ト
に
で
聞
か

れ
、
役
員
改
選
に

つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
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品岬=両
軍
備
会

一 若
田
部
両
氏

r 

会
員
時
比
一
一年
以
上
の
会
民
を

候
補
者
と
し
て
ま
ず

l
名
速

記
の
無
記
名
妓
両
市
で
男
事
八

名
、
獄
事
二
名
を
選
任
。
そ

し
て
す
ぐ
さ
ま
喫
邪
会
を
聞

き
鹿
市
中
の
互
選
に
よ

っ
て
煙

率
長
、
制
抑
他
事
長
を
決
め
、

そ
の
総
栄
次
の
と
お
り
決
定

し
た
。

0
会
長
と
の
放
任
は
凶
燃
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

埋
ド中
長
"
"
加
茂
経
氏

(仰

の
則
一
由
で
帥
肘
品芯
を
表
明
し
た
新
聞
叫
ん
中
町
民
に
就
任
し
た
加

点
名
遊
関
)
、
訓
削也
事
長
H

た
め
に
念
日
g
行
な
わ
れ
た
も
茂
校
氏
は
「
A
7
ま
で
築
か
れ

い品
畑
吉
秀
氏
(
側
円
高
oM
A
E
)
、
の
。
ま
た
般
・来
直
前
に
別
問
て
き
た
組
合
一
出
動
を
w
靖
則
聞
に

脊
務
川町
家
H
若
阿
部
必
幸
氏
事
長
の
帯
林
印
氏

(州
側
モ
リ
タ
)
組
合
員
の
教
育
活
動
な
ど
新

(
サ
ク
ラ
船
出
出山側
)

。

も

向
付
社
長
交
日
併
を
邸
自
に
た
な
活
動
を
係
り
入
れ
、
全

鹿
市
中
H
八
尾
務
官
判
氏
(
オ
院
内
応
を
表
明
し
た
こ
と
も
あ
ハ
H

の
な
見
を
反
映
さ
せ
な
が

|
ケ
l
飢
(
・
訴
鮒
)
、
古
川
・止

っ
て
こ
の
紡
米
と
な

っ

た

。

ら

M

明
の
紙
北
刷
出
を
則
し
て
い

明
氏

(
側
ニ
栄
由
開
会
)
、
口
「
正
、
一例
削也
事
長
が
令
部
入
れ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

同
組

処
儀
信
氏

(
刷
デ
イ
ガ

l
似

M
H
わ
っ
た
今
川
の
紋
栄
に
つ
合
の
組
事
長
は
今
度
で
:
代

楽
)
、
武
山
科
火
氏

(大
光
い
で
多
く
の
組
合
対
か
ら
「
怒
目
で
あ
り
、
初
代
は
加
茂
淡

路
業
側
〉、

高

柳

孝

氏

(側

外
だ
っ
た
」
の
芦
が
聞
か
れ
ん
作
剛
山
氏
(
仰
市
民
総
娯
楽
)
、

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・的
会
)。

た
。
な
お
前
削也
事
全
員
に
は
-
一代
目
が
内
問
陥
同
氏

(山
側
友

監
事
H
山
本
隆
司
氏

(中
組
合
か
ら
は
V

刷
謝
状
が
脱
ら
れ
栄
)。

品八附取点本州側
)
、
古川
係
正
明
氏

J
O
Uが
業

界

で

初

め

て

{
側
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
)。

M
b
3
p
t凶
|

国

民

、
h
A主
主
量
、
，
.

こ
の
改
選
は
前
凶
例
会
で

4
2・

F
d
J
a
1
会
議
必
〓

E
仁

突
然
内
川
削
也
事
長
、
が

N

A

.

:

'
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左
の
写
真
は
加
茂
新
理
事
長
、
上
の

写
真
は
左
か
ら
右
へ
新
役
員
高
橋
氏
、

吉
川
氏
、
武
市
氏
、
高
畑
氏
、
加
茂
氏
、

早
見
氏
、
山
本
氏
、八
尾
氏
、
高
柳
氏
。

ニ
の
総
会
は
六
月
例
会
と

似
せ
て
聞
か
れ
と
も
の
で
、

例
会
で
は
各
級
刷
物
行
や
悩
級

交
僚
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
の
主
な
内
総
は
次
の
と
む

り
。
①
新
し
く
加
入
し
た
組

A
H
N
と
し
て
刷
弘
行
ア
ミ
λ

l
ズ
メ
ン
ト

(本
制
約
附
県

州
方
郎
、
け中山行
h
F
m
付
長
)

が
初
介
さ
れ
と
。
②
長
年
先

行
し

rき
た
川
組
合
の
機
山
間

紙

「
J
O
U
-オ
ペ
レ
ー
タ

ー
ニ
ュ

ー
ス
」
は
総
洲
町
の
川

辺
な
ど
か
ら
休
刊
す
る
こ
と

に
な
り
、
例
会
泌
が
鉱
に

つ

い
て
は
そ
の
節
度
速
や
か
に

総
合
伎
に
配
布
さ
れ
る
こ
と

に
伝
っ
た
。
ま
た
③
川
州
側
九
日

は
こ
れ
ま
で
の

U
少
年
非
行

防
止
の
努
力
が
必
め
ら
れ
、

こ
の
ほ
ど
側
方
少
年
育
成
間

以
会
泌

(悦
初
防
東
京
、

H
仲 6月2自の..JOU臨時総会のよ うす

健
太
郎
会
長
)
の
疋
会
円
以
に
懇
親
会
が
な
ご
や
か
に
聞
か

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
れ
、
山側
間
本
製
作
所
「
お
み

今
後
さ
ら
に
脊
少
年
非
行
防
く
じ
」
、
側
関
西
精
機
製
作

止
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
所
「
ミ
ニ
コ
プ
タ

l
」
、
宝

隊
認
さ
れ
た
。
な
お
悶
悶
民

化
学
閥
「
ザ

・
カ
ラ
テ
」

、

会
議
へ
の
加
入
は

A
M業
界

デ

ー
タ
イ
ー
ス
ト
側

「
D
S

で
は
初
め
て
。
@
ロ
ケ
l
シ
テ
レ
ジ
ャ

ン
」
な
ど
の
製
品

ヨ
ン
に
お
け
る
ゲ
l
ム
料
金
紹
介
も
行
な
わ
れ
た
。

依
-卜
げ
の
現
状
な
ど
に

つ

い

獄

三

日
に
は
船
級

S
C
H
-勺

で
悩
報
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
ら
ぽ
ー
と
げ
の
ゲ
l
ム
場
{
仰

こ
の
あ
と
同
ホ
テ
ル
に
て

タ
イ
ガ

l
娯
楽
総
符
)
と
西

O
A
V
A
U
A
EV
A
υ
A
E
V
O
A
V
A
OA
V
A
λ
V
6
6
Y
A
VAV
6
61

y
v
oA
V
A
V
A
V
O
A
U
E
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
A
V
-

子
ど
も
の
日
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
l

q
日
プ
レ
ビ
ュ
ー
も

幻

年

オ

ー

プ

ン

め

ぎ

す

東

京

デ

ィ

ズ

ニ

ー

胸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

ー
は
同
社
が
ウ
4
4

ル
ト
・デ
ィ

(本
社
点
以
、
高
橋
政
知
社
ズ
ニ

|
・

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

H
K
)

に
よ
る

H
本
初
の
テ
ー

ズ
の
協
力
を
畑
町
て
、
捕叩・
安
市

守
パ

1
7
「点
点
デ
ィ
ズ
ニ
の
市
制
施
行
花
念
行
事

へ
の

|
ラ
ン
ド
」
処
訟
は
、
昨
年
協
資
参
加
の

一
段
と
し
て
行

ト
今
一月
三
日
の
起
工
式
以
後
な
わ
札
た
も
の
。

浦
安
山
の

必
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
が

机
貸
付
引
は
ゃ
な
ぜ
t
通
り
か

心
i
八
年

一月
オ
ー
プ

ン
を
ら
盟
受
神
社
を
経
由
し
て
繭

め
ざ
し
て
、
広
月
五
日
に
白

小
品
ナ
校
に
至
る

一
J
H川
を
歩

省
航
や
ミ
ゾ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
行
名
天
悶
の
「
お
祭
り
広
場
」

ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
7
4
ど
デ
ィ

と
し
て
災
施
さ
れ
た
が
、
こ

ズ
ニ

ー
の
人
気
者
が
浦
・気
市
の
う
ち
約
-
一百
幻
附
が
み
来

に
や
っ
て
さ
て
、
楽
し
い
シ

ぶ
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド

・
ゾ

ョ
ー
を
絞
り
広
げ
た
。

-
ン
e

と
な
っ
て
、
地
必
の

二
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
人
び
と
に
ひ
と
足
早
く
、
山
市

浦安市の子どもた

‘、

友
ス
ト
ア
浦
安
応
の
問
屋
上
遊

閑
地

(州側ド
ヰ
ほ
粧
台
)
の
ロ

ケ
見
学
を
し
て

い
る
。

な
お
恒
例
の
家
族
会
を
兼

ね
た
八
月
例
会
は
那
須
ガ
蘭

と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
九
州

(別
府

・
宮
崎
・
鹿
児
島
)

に
変
更
し
期
間
は
八
月
三
日

か
ら
四
日
間
の
予
定
と
な

っ

た。し
い
ω
デ
ィ

ズ
ニ

ー
シ
ョ

l
e

の
拡
凶
気
を
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
こ
と
に
な
る
。

会
場
の
中
央
に
は
花
で
美

し
く
飾
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ
、
白
雪
娘
と
七
人

の
小
ぴ
と
‘
ミ
y

キ
!

?
ウ

ス
と
ミ
ニ

!

?
ウ
ス
、
ド
ナ

ル
ド
ダ
ッ
夕
、
グ
ー
フ
ィ
l
、

ブ
ル
ー
ト
、

ク
?
の
プ
ー
さ

ん
‘
ピ
ノ
キ
オ
な
ど
が
楽
し

い
シ
ョ

ー
を
繰
り
広
げ
た
。

シ
ヲ

|
全
休
の
演
出
は
エ
ン

タ
ー
テ
イ
〆

ン
ト
部
門
の
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
ラ
リ
ー
-

ピ
ル
マ
ン
氏
が
担
当
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス

タ
イ
ル
の
デ
キ
シ

i
バ
ン
ド

も
出
演
し
て
雰
凶
気
を
成
り

あ
げ
て
い
る
。

ま
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
二
日
プ
レ
ビ
ュ
ー
'

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は

}一

μ
川
凶
方
の
ミ

ニ
・
パ
ビ

リ
オ
ン
で
、
同
ラ
ン
ド
の
三

白
分
の

一
の
桜
慰
な
ど
を
展

示
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は

女
性
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
が
同

ラ
ン
ド
へ

の
案
内
役
を
つ
と

め
た
。

AF
E
H

は
附
ラ
ン
ド
の
ポ
ス

タ
ー
h
千
枚
いか
配
布
さ
れ
、

ま
た
ミ
ッ

キ
l
や
ミ
ニ
ー
な

ど
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
く
遊
び
回
り
、

午
前
十
F

時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
楽
し
い
附
聞
を
地
元
に

も
た
、
句
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ま

で
あ
と
年
と
九
カ
月
に
迫

っ
て
お
り
、
い

よ
い
よ
間
近

に
な
っ
て
き
た
。
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“活動方針"

畳
唱
耐
相
対
策
委
員
会

(委

R

E
E
l
桁
抽
出
折
田
夫
氏

デ
ー
タ

イ
ー
ス
ト
側
)
は
五
月
二
卜

七
日
、
東
京
の
秀
利
永
郎
町

ビ
ル
に
で
第

二
例
会
合
を
附

き
、
旧
J
A
A
か
ら
の
引
継

ぎ
事
項
、
活
動
方
針
、
委
員

メ
ン
バ
ー
な
ど

一
部
決
定
し

た
り
、
決
定
を
川
原
附
し
た
り

し
て
い
る
。
こ
の
A
不
合
に
は

五
社
が
参
加
し
た
が
、
ま
ず

ラド4守
} 

H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

7
7ノ
工
業
協
会
(
事
務
局

H
東
京
郎
千
代
間
区
永
凶
町

二
の
十
の
二
、
T
B
H
H
ピ
ル、

2
h
九

1
1
三
五
六

ニ
、
中
村

雑
談
会
長
、
正
会
H
H
数
七
十

五
社
、
略
称
J
A
M
M
A
)で

は
五
円
以
来
、
い
く
ぶ
ん
決

行
鈴
線
的
で
は
あ
る
が
、
シ

苛

i
特
別
委
員
会
を
除
く
・
一一

総
会
、

一
委
一員
会
を
そ
れ
ぞ

れ
第

一
閉
会
合
を
聞
く
こ
と

に
よ
リ
発
足
さ
せ
で
い
る
。

こ
れ
ら
「
部
会
』
「
委
民
会
」

は
さ
き
に
部
会
長
、
委
口
長

が
決
定
し
て
お
り
、
そ
れ
、ぞ

小
到
来
物
部
会
(
部
会
長

れ
二
月
の
ア
ン
?
l
ト
問
答
H
矢
釘
似
品
剛
氏
・蜘
ホ
ー
プ
)

に
答
づ
き
M
m
集
さ
れ
て
い
る
。
で
は
ド
A
H
e
一l一

円
、

問
題
点
を
整
理
す
る
部
会
委
員

さ
ら
に
「
専
門
委
」
設
置
を
検
討

P
R
活
動
、
価
格
問
題
な
ど
で

砂
活
動
方
針
。
に
つ
い
て
討
論

8 

を
公
に
し
取
締
る
点
針
を
打

ち
山
す
と
業
界
の
先
凶
に
闘

す
る
こ
と
で
あ
り
、
大
川
題

で
あ
る
。
削庄
一事
会
に
拠
起
し

て
方
針
を
決
定
し
て
も
う
7
」

と
し
て

い
る
。
な
む
「
川
川
波

紋
」
に
関
し
て
川
行
の
篭
附明

日
山
で
は
、
家
庭
m
T
V
と
比

ベ
ゲ
l
ム
機
で
は
廿
都
市
中
が
厳

し
く
が
約
し
て

い
る
の
で
、

ぷ
一準
改
訂
を
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
ο

同
委
川
会
の
委
幻
任
命
に

つ
い
て
は
五
社
が
チ
山
記
さ
れ

た
が
、
H
ハ
体
的
い
い
は
決
定
し

き
っ
て
い
な
い
。

-~ 

仙吋糾机帆川付

と
し
て
泌
め
・
勺
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

出
展
資
僚
に
つ
い
て
は内
出

版
の
た
め
の
駆
け
込
み
入
会

を
川
削
除
す
る
た
め
H
昨
年
十

-

a

パ
トホ
に
削
J
A
A
会
員
で

・
ン
ヨ
l
郁
抑
制
問
何
本
却
は
J

あ
っ
た
省
で
、
今
年
七
月
三

A
M
M
A
P
訪
日
内
に
退
か

十
五
日
攻
作
協
会
の
い
ず

れ
る
こ
と
に
な
り
、
シ

ョ

l

れ

か
に
所
以
し
て
お
り
か
っ

附
俄
に
と
も
な
う
「剰
余
令
」
そ
の
協
会
所
定
の
会
伐
を
納

の
分
配
に

つ
い
て
は

γ
ニ
協
人
し
ま
た
そ
の
協
会
の
シ
ヨ

会
平
等
匂
を
基
本
と
す
る
が
、

J
A
M
M
A
が
本
部
と
寄
る

た
め
に
必
裂
な
経
費
は
H
臨

本
部
は
J
A
M
M
A
に

(詳報)

三
協
会
合
同
で
シ

ョ
ー
委
員
会
(
6
月
2
日
)

一_.....解

A二二散

:協ま
I ~会
!;!: -ヨミ警

主連 2
催絡の
説会
議 世戸、

ドD
向
ニ
|
七
日
、
東
京
の

羽
聞
東
急
ホ
テ
ル
で
「
三
協

会
正
副
会
長
連
絡
会
議
」
が

聞
か
れ
、
第
十
九
阿
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
(
A

M
)

シ
ョ

ー
に
附
し
て
、
日
本
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工

業
協
会

(
J
A
M
M
A
)
、

全
H
本
選
附
施
設
協
会

(
J

A

P
E

A
)
、
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
卜

・
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
協
会

{
N
A
O
)
の
こ
協

会
が
いニ
協
会
削
の
取
り
決
め

を
行
な

っ
た
。

こ
の
会
合
に
は
各
協
会
か

ら
で
一名
(N
A
O
の
み
二
名
)

の
正
副
会
長
が
出
席
、

も
っ

ぱ
ら
第
十
九
阿
A
M
シ
ョ
ー

R
ピ

ル
で
第
)
回
会
合
を
聞

き
、
今
後
の
阿
部
会
活
動
必

引
を
険
対
し
た
。
こ
の
級
事

j

J

B

I

{

-

M
帥
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
が

火
袋
次
の
と
お
り
、
八
項
目

に
わ
た
る
「
活
助
方
針
」
で

討
論
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。

①
P
R
活
動
・・・・
・・娯
楽
地
問

械
の
原
点
で
あ
る
来
物
の
良

さ
を
再
評
側
L
P
R
す
る
。

②
倒
防
相
:
・・
・・乗
物
は
製
品

の
特
倣
か
ら
ア
イ
デ
ア
ラ
イ

F
9‘f
'
B
，
‘
、
長
t
eLU判け同時，‘，匂
一九dA

t
Jん
02
J

、
yヅ

7
H
'
u
h
H
J
λ
s
z

い
の
で
、
そ
の
聞
の
似
側
・
H同

騰
を
ユ

ー
ザ
ー
に
充
分
程
似

せ
し
め
る
。

③
デ
ィ
ラ
ー
の
育
成
:・
j

-
仙
制
問
凡
業
界
に
お
け
る
間
経

機
椛
の
よ
う
な
育
成
を
待
っ

て
、
生
出
肱
HM
r山の
安
定
化
を

叫
内

7
9
0

@
小
uX
側
仙
怖
と
似
引
い
年
;・

.・各
村
ま
ら
ま
ち
な
値
引
率

を
検
討
。

③
耐町山相
品
目
用
の
低
減
化、

期
間
の
い
知
的
制
化

⑥
登
録
制
反
の
級
一川

①
製
品
の
安
全
化
の
般
国
川

③
製
品
の
所
絡
も
斤
の
明

降
化

タ
イ
ト
l

任
天
堂
が

新
作
披
露
会

6
月
下
旬
か
ら
7
月
上
旬
に
か
け

州
側
グ
イ
ト
ー
は
じハ
パ
J
i

・e-け
に
山肌
ボ
で
、
-
e卜
.h
H

に
ト〈
・阪で
新
製
品
先

u

友
会
を

聞
く
。
ま
た
任
.
大
川
崎
ふ
レ
パ
ン
ヤ

-
委
員
会
の
本
認
を
得
た
も

の
ー
ー
に
似
る
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
J
A
M
M
A
の
新

会
員
に
つ
い
て
は
符
別
に
鳴

を
の
う
え
出
展
で
き
る
、
と

さ
れ
ま
た
、
計
助
会
只
お
よ

び
準
会
討
に
つ
い
て
は
邸
u
m

{パ

l
ツ
)
の
出
品
は
認
め

る
が
完
成
品
の
出
品
は
泌
め

な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ

!
の
規
制

会
期
前
2
ヵ
月
間
、
会
期
後
日
日
間

ょの写真は昨年の第18回AMショーのもの

従
来
よ
り
い
く
ぶ
ん
か
規
制

は
緩
利
さ
れ
た
。
シ
ョ
i
附

俄
期
間
の
二
日
自
の
夜
は
昨

年
同
線
H
懇
級
会
内
が
閃
か

れ
る
が
、
A
7
凶
は
三
協
会
に

よ
る
懇
親
会
と
な
り
、中
2
前

の
規
模
に
な
る
見
込
み
で
為

ザ官
。そ

の
他
、
必
舵
小
間
装
飾

業
者
は
側
フ
ジ
ヤ
、
電
気
工

事
業
者
は
問
中
電
設
仰
に
そ

れ
ぞ
れ
従
来
ど
お
り
決
定
、

ま
え
い
わ
ゆ
る
H
記
念
品
げ

は
今
回
か
ら
廃
止
す
る
こ
と

に
決
定
し
て
い
る
。
以
上
の

ー
シ
ス
テ
ム
仰
は
じ
川
九
H

に
点
以

(1

H
も
}
と
大
阪

で
新
製
品
発
表
会
を
聞
く
，r

ρ
此
に
め
。
っ
て
い
る
。

'" 
‘、
』

A
H
問、
ン
ョ

i
委
員
会
決
定
を

終
え
、
次
の
と
お
り
「
シ
ョ

ー
実
行
委
以
」
が
還
付
附
さ
れ

同
委
員
会
が
桃
出
帆
さ
れ
た
。

シ
ヲ

l
委
員
長
代
行
H
仰

セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ

ス

・
令
子
武
司
氏
、
篠
原
途

芯
氏
、
実
行
委
員
長
H
J

A

M
M
A
・
三
上

級

氏

、
実

行
副
委
員
長
H
J
A
P
E

A
・

俊
治
史
郎
氏
、
N
A
O

太

出
良
三
氏
。

実
行
委
員
u
H
(
J
A
M
M

A
附
係
)
加
綴
叫
献
金
工
業

・

加
藤
繁

一
氏
、
山
側
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

・
一
一船

一
郎
氏
、
山
側
タ
イ
ト
1

・4
桝

武
美
氏
、
附
ナ
ム
コ
市
瀬

秘
勝
氏
。

(
J
A
P
E
A
閥

係
)
こ
粉
輸
送
機
附

・
小
問

安
U

成
氏
、
泉
叫
閉
興
業
側

・
山

間
利
率
氏
、
東
洋
娯
楽
機
側
・

山
凶
俊

}
氏
。

(
N
A
O
関

係
)
ア
イ
レ
ム
側

・
問
中
治

帥
畑
氏
、
州
側
、
ン
グ
マ

・
駒
弁
修

氏
。

(
報
道
関
係
)
側
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
出
版

・

山
県
宗
失
氏
。
(
業
者
関
係
)

凶
小
常
設
仰

・
柄
沢
小
山
市
勝
氏
、

制
フ
ジ
ヤ

・
一七
級
品
開
氏
。

出
展
申
込
み
期
限
は

7
月
お
日

ショ

l
実
行
委
員
会
が
詳
細
決
定

の
印
刷
貨
を
抑
え
る
た
め
、

従
来
の
無
制
限
配
布
を
廃
止

し
、
「
一

小
間
に
つ
き

一
定

枚
数
を
剣
当
配
付
し
、
そ
れ

以
上
品
仰
望
す
る
場
合
は
有
償

と
す
る
こ
と
」
に
け決
定
し
た
。

山山
田
明
者
に
対
す
る
規
制
で

は
今
回
さ
ら
に
「
酒
類
の
提

供
、
小
間
内
の
入
場
規
制
お

よ
び
記
念
品
な
ど
の
配
布
は

絶
対
に
行
な
わ
な
い
」
が
加

わ
っ
た
。

な
お

「
シ
ョ
l
実
行
委
員

会
」
は
そ
の
後
、
六
月
五
日
、

十
二
H
と
聞
か
れ
て
お
り
、

シ
ョ
l
悶
俄
へ
と
笑
務
的
な

準
備
が
省
々
と
進
め
ら
れ
て

い
ッ
官
。

スペース宅シスター
.-. .. 

場民f画期的な映像で越魅超越の世界を演出 F
ユニークなキャラクターに話題集中 F

次
に

『郎
会
委
日
」
に
つ

い
て
は
「
J
A
M
M
A
削
也
市
中

ば
協
会
活
動
の
多
自
に
多
忙

で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

除
き
他
の
総
会
員
か
ら
選
任

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
部
会

(
郁
題
H
不
正
競
争
防
止
委
員
会

す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し

会
長

u
中
西
附
抑
氏

・
仰
タ

・
滋
取
法
に
袋
、
っ
く
議
問
題
守
川
委
員
に
つ

い
て
は
選
任

イ
ト
l
)
は
丘
月
十
九
日
、

H

電

取

委

H

H

A

目

さ

れ

た

場

合

は
協
力
す
る
こ

T

B
R
ピ
ル
に
で
第

-
回
会

・
T
V
ペ
イ
ア
ウ
ト
マ
シ
ン
と
」
に
な
り
、
部
会
委
員
は

合
を
附
き
、
部
会
活
動
方
針
の
諸
問
泌
H
H
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
部
会
長
の
ほ
か
「
関
点
地
区

と

「

部

会

委

員

」

な

ど

を

決

部

会

長

、
中
部
地
区
一

討
、
関

量

虐

こ

り

ヒ

る

栗

壇

缶

食

す

愛

当
a
m
l
4
4
4
'
Z雪
固

定

4
4
f
=
=日
，

f

定
し
た
。
こ
の
会
合
に
は

l

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
流
通
対
州
地
収
プ
村
」
で
構
成
さ
れ

'

・

1

J

・
4
Z
E
E
-
'
J
11

五

が

参

加

、
ま

ず

総

会

活

策

の

首

f~ア

1
1
ト
リ
る
こ
と
に
な
り
、
長
選
任

整

理

し

、

具

体

的

な

対

処

法

模

索

動
方
針
と
し
て
次
の
と
お
り
ビ

ュ
ー
タ
|
剖
A
r

h
A
O

は
部
会
長
、
が
行
な
・
7
こ
と
に

検
討
、日
決
定
し
た
。

・
r
v
ゲ
l
ム
の
市
場
に
お
な

っ

た

。

デ

ィ

ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
|

中出
品
処
遇
、
市
場
規
僚
と
適

「

υ
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
が
け
る
規
制
に
対
す
る
諸
問
題
ま
た
以
卜
の
決
定
に
基
づ
部
会

(部
会
長
H
泌
総
次
郎

正
午
a
K
M
、
コ
ス
ト
、
メ
|

市
川柳
に
お
け
る
主
流
を
な
し

u
u
轡
然
、

P
T

A
、
N

A

O

き

、
ぷ
H
e
--
u
付
で
部
会
氏
H
仰
エ
ス

コ
貿
易
)
は
六
カ
l
直
販
ん
式
、
そ
の
他
の

て
い
る
現
状
か
ら
当
部
会
じ

・
そ

の

他

長

は

次

の

『郎
会
委
口
」
六

月
一
日
、
T
B
R
ピ
ル
に
で
そ
れ
ぞ
れ
に
附
す
る
も
の
。

閃
述
す
る
諸
問
題
は
多
く
、

山

上

記

の
討
議
に
よ
り
、
社
を
任
命
し
た
。
大
森
勝
蛾
第
附
会
合
を
聞
き
、
八
村

川
に
闘
し
て
H
コ
ピ
l
u
m

ま
た
、
他
の
部
会
、
委
員
会
テ
レ
ピ
ゲ
l
ム
郎
会
に
委
員
氏

(大
森
亀
山
川
側
)
、
前
m

が
こ
れ
に
参
加
。
ま
ず
岡
部
採
m
の
排
除
、
ロ
ケ
版
側
、

及
び
他
の
諸
機
関
と
附
速
す
会
を
設
経
し
諸
問
題
を
怒
川

口
美
氏
(
庁
、
ノ
電
チ
州
側
)
、
川
会
の
住
総
上
「
メ
ー
カ
ー
と

商
品
に
対
す
る
認
識
、
今
後

る
事
項
も
多
い
た
め
、
ど

の

の

|、

各
問
泌
点
に
応
じ
て

的
英
士門
氏
(州
側
新
日
本
金
剛
)、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
的
波
し
役、

の
以
望
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す

よ
う
に
削
題
点
を
戦
川
庄
司
し
処
別
に
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
柿
原
孝
氏
(
紛
テ
l
カ
ン
)
、
コ

i
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
し
て
る
も
の
。

川町
し
て
い
く
か
討
泌
す
る
。
そ
の
処
段
に
当
た
る
こ
と
に
白
川
対
米
治
氏
(
日
本
物
雄
総
)
、
の
役
割
を
通
し
て
共
存
共
栄

刊

μ
附
し
て
H
共
同
歩
調

・
般
倣、

前

総

の

関

巡

ぷ

間

決

定

し

た

」

務

池

俊

一
氏
(
尚
剣
術
察
側
)
0

を
凶
る
こ
と
」
を
総
出
叫
し
た
体
制
の
総
立
、
市
場
縦
模

・

う
え
で
、
岡
部
会
の
活
動
を
市
場
与
口
、
市
助
ニ
i
ズ
の

I
l
l
i
--
l
l
i
1
1
」
卜
鮒
)
が
、
第
六
泌
会
第
-
-

附

対
メ
ー
カ
ー
、
制
対
オ
ベ
犯
縫
い

。、
弱
小
メ
ー
カ
ー
助
成、

|

|
1
5
1
1
1
11

1
ー
ー
-
分
科
会

(
電
圧
湖
笈
川
市
)
委

レ

|
タ
l、

付
対
デ
ィ
ス
ト

業
界
紙
引
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関

「
尿

童

委

員

-

を

慎

火

夫

め

る

日

(
側

ナ

3

1

5

2

7

7

1

2

ι

と

す

る

も

の

。

河川H、

M
-z
-
E」
耳

、

h
p
、
，
，
J
4
8

米
定
}
が
、
そ

れ

ぞ

れ

派

巡

し

、
そ
れ
そ
れ
み
の
と

止

り

以

上い
い
つ

い
て
活
発
に
刈

造
問
題
に
つ
い
て
は
理
事
会

バ
け
れ
川
町

γ

の
叫
付
け
れ
心
一
一
M
M
U
m
j
M
M
U

日決
ま

っ
た
の
は
次
の
と
お
り
。
た
「
川
中
極
電
気
則
品
川
耳目帥
制

通

機

出

問

、
逮
氏
、
悩
裕
、
中

ニ
と
に
な
っ
た
。

ω
n本
常
気
協
会

(J
A

皮

」
に
つ

い
て
は
、
機
械
いい

A
か
ら
派
逃
し
て
い
た
「
委
貼
付
す
る
シ
ー
ル
を
J
A

M

員
派
遣
」
は
、
電
気
則
日
間
湖
M
A
名
に

ω伴
え
る
。
ま
た

査
委
民
会
委
一員
じ
悩
凶
折
口火
改
造
問
題
に
つ
い
て
は
「
則

氏
が
、
第
九
郎
会
第
丘
分
科
在
行
な
わ
れ
て
い
る
泉
州
限
公

会

(機
械
玩
共
)
委
ね
に
帥
州
地
伐
と
か
、

M
，ad
か
・り

mJ，へ

本
叫
明
氏

(脚
タ
イ
ト
l
)
が
、
の
改
造
、
内
黒
か
ら
カ
ラ
ー

第
六
郎
会
第

一
分
科
会

(小

へ
の
改
造
は
将
米
必
、ず
問
題

形
単
相
変
圧
川市
)
委
員
じ
大

と
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う

石
附
治
氏

(デ
ー
タ
イ
l
ス
芯
児
、
が
山
た
。
し
か
し
、
こ
れ

b

N
二
十
七
H
の
J
A

M

M
A
、
N
A
O
、

J
A
P
E

A
の
「
.二
協
会
正
副
会
長
途

絡
会
議
」
決
定
率
吸
に
基
づ

き
、
六
月
二
日
、
東
白日小

・
永

川
町
の
r
B
R
ピ
ル
で
「
J
-

協
会
合
同
シ
ョ
l
委
員
会
」

が
側
か
れ
、
引
税
き
「
ン

ヨ

l
実
行
委
員
会
」
が
附
か
れ
、

卜
同

門

に

4

1

冠

さ

れ

て

い

る

術

会

場

計

画

は

概

ね

昨

年

同

ト
九
回
ア
ミ

ュ
ー
ズ

メ

ン

卜

憾

で

あ

る

が

、
出
回
出
料
に
つ

マ
シ
ン

(A

M
)
シ
ョ
ー
の

い

て

は

小
間
部
分
が

一
小
間

出
版
募
集
や
閉
山
川
嬰
微
な
ど

九
万
九
千
円
、
面
積
刻
り
削
加

熱

本

的

な

こ

と

が

ら

が

決

ま

分

が

一
平
方
口
当
た
り
八
千

っ
た
(
一
泌
既
報
)。

門

(た
だ
し

一
機
舗
で
-
一百

三
協

会

が

共

同

事

業

を

行

平

方

じ
を
越
え
る
も
の
は
同

な

う

の

は

こ

れ

が

初

め

て

で

、

℃

く

丘

千

円

)
と
な
り
、
昨

ど

の

よ

う

な

澗

援

が

行

な

わ

年

よ

り

割

安

と

な

っ

た

。
ま

れ
る
か
注
目
さ
れ
て
い
た
、
が
、

た
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機
の
展
示

J
A
M
M
A
か
ら
は
十
社
、

区
分
に
つ
い
て
は
廃
止
の
婆

N
A
O
か
ら
は
五
社
、

J

A

望

、

が

強

い

の
で
、
関
係
官
庁

P

E
A
か
β
五
社
の
計
二
十

の

意

向

を

打

診

す

る

こ

と

に

社
の
各
協
会
の
シ

ョ
l

委

員

な

っ
て

い
る
。

に

、

各

協

会

事

務

局

が

加

わ

A

M

シ

ョ
|
附
依
に
と
も

っ

て

「

合

同

シ

ョ

l

委

員

会

」

な

う

H

プ

ラ

イ

ベ

ー
ト
シ
ヨ

が
椛
成
さ
れ
、
こ
の
自
の
合

l
の
規
制
ω

に
つ
い
て
は
、

問

委

員

会

で

大

嬰

次

の

と

お

今

凶

「

会

則

前

の

e

F
ヵ
月
間

り
決
定
さ
れ
た
。

会
期
後
斗
1
日
間
は
出
展
者
独

名
称
M

第
印
凶
ア
ミ

斗
l

自

の

プ
ラ
イ

ベ

ー

ト

シ

ョ

l

同

H
す
ぐ
さ
ま
第
一
回
の

ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
シ

ョ
ー、

が
で
き
な
い
」
こ
と
に
な
り
、

『
シ
ョ
l
実
行
委
員
会
」
が

l

l

l

l

i

l

i

-

-

i

l

l

i

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

i

l

l

l

i

l

-

-

l

l

聞
か
れ
、
さ
き
の
合
同
委
員

に
つ
い
て
の
み
、

二
協
会
防
長

(
二
総
輸
送
機
)
。
会
決
定
事
項
の
ほ
か
に
決
ま

の
取
り
決
め
を
行
な
っ
た
わ
シ
ョ
l
開
催
に
よ
っ
て
生
っ
た
主
な
こ
と
は
次
の
と
お

け
だ
が
、
そ
こ
で
げ
決
ま
っ
た
じ
る
利
凝
金
は
、
昨
年
の
半
・
り
。

主
な
こ
と
が
ら
は
次
の
と
お
分
ぐ
ら
い
と
予
定
さ
れ
、
そ
会
場
計
画
は
小
附
四
百
六

り
。
ま
ず
同
シ
ョ

ー
は
二
協

れ

を
三
協
会
に
等
分
に
で
分
十
三
小
問
、
薗
抑
制
制

e
六
回

会
+仁川間

(共
山間
)
と
し
、
各
配
す
る
。
後
援
は
昨
年
問
機
五
平
方
幻
と
し
、
山
山
展
申
込

協
会
の
シ
ョ
l
委
員
を
合
わ
通
雄
省
、
建
設
省
な
ど
に
依
み
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
以
協
会

せ

「合
同
シ

ョ

l
委
員
会
」
間
相
す
る
。
従
来
J
A
A
が
聞
事
務
局
へ
、
七
月
二
十
五
日

を
俄
成
す
る
が
、
そ
の
ト
ッ
い
て
い
た
二
日
自
の
「
怒
緩
ま
で
に
出
展
料
の
払
込
み
と

プ
メ
ン
バ
ー
は
次
の
、と
お
り
会
」
は
三
協
会
主
悩
(
共
催
)
と
も
に
済
ま
せ
る
こ
と
と
な

締
成
さ
れ
た
。
A
M
シ

ョ
ー
で
聞
く

(
各
会
員
す
べ
て
を
っ
た
。

委
同
以
阻E
H
中
山
隼
維
J
A
M
対
象
に
す
る
)。

以
ト
の
ほ
紹
待
状
に
つ
い
て
は
、
今

M
A
副
会
長

{
セ
ガ
村
)
、

か
出
回
収
制
刊
金
を
安
く
す
る
な
回
も
こ
れ
が
な
け
れ
ば
シ

ヨ

同
副
委
員
長

4
辻
本
慾
一d
e
N

ど
の
検
討
事
項
が
あ
る
が
、

-

会
場
に
入
場
で
き
な
い
こ

A
O
副
会
長

(ア
イ
レ
ム

)
、
す
べ
て
こ
れ
以
後
は
「
合
同
と
に
な
る
見
込
み
だ
が
、
ほ粧

小仙
川
政
官
日
J
A
P
E
A
刷
会
シ
ョ
l
委
員
会
」
が
決
め
る
。
政
削
減
の
観
点
か
ら
招
待
状

スーパーキャット
.濁転中の発信音や緩昔、サインランプ

などで効果満点です。
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「スパイター」シグマ・オリジナル
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ワ
ン
ダ
ー

空

前

の

規

模

と

内

容

で

5
月

お

日

か

ら

オ

ー

プ

ン

カ
ナ
ダ
の

新
遊
園
地

カ
ナ
ダ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
と
も
汽
わ
れ
る
「
カ
ナ

ダ

・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が

オ
ン
タ
リ
オ
州
メ

l
プ
ル
の

近
く
の
肖
凶
十
凶
戸
川
自
の
広

大
な
土
地
に
、
総
工
州
日

一
俗

千
丘
向
万
カ
ナ
ダ
ド
ル
(
約

i!'L 
上の写真はカナダ・ワンダーランドの中心にある『クリフリバー』

一フ
ニノ
ド

i45 

順
位

y 

(セガ社鑓供)

1 

'" 
ピ

2 

EZ 

ジュークボックスによる

ハ;ストヒット 10 

3 4 
F 

3 6 7 8 10 9 

米
国
ア
タ
リ
社

(
本
社
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l
ベ

イ
ル
、
ゲ
ー
ム
機
部
門
H
ジ

;〈

';
;
;
'
:
〉
;
;
;
;
‘

生
担当常務制などで異動

3常
ナムコ、

? 布、... 
側
日
本
・
電
下
工
業
振
興
会

(本
部
東
-u
小、
片
山
に
八
郎

会
長
)
主
催
に
よ
る
「
マ
イ

ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ン
ョ

ウ
別
」
が
五
月
二

l
七
日
か

ら
四
日
間
、
東
・
口
小

・
平
利
向田

の
い米
京
流
通
セ
ン
タ
ー
で
閲

の音声認識
5回目迎えたマイコンショー(東京)

目3主

州
脚
ナ
ム
コ
(
本
従
来
京
、

中
村
松
波
社
長
)
で
は
六
月

}
H
付
で
、
担
当
常
務
制
を

採
用
し
た
う
え
で
重
役
の

一

部
災
動
を
行
な
っ
た
。
こ
れ

は
悶
社
社
内
体
制
の
総
合
化

の
縦
進
と
機
動
性
の
俗
化
を

国
的
と
し
た
も
の
で
、
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
こ
常
務
新
設

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
金
取

締
役
|
名
の
う
ち
然
動
の
あ

か
れ
、
A
M
業
界
か
ら
は
サ

ン
穏
下
山
酬
が
昨
行
に
引
続
き

出
版
す
る
な
ど
話
題
と
な
っ

て
い
る
。

こ
と
し
で
五
回
目
を
迎
え

た
こ
の
シ
ョ
ー
は
、
わ
が
図

で
唯
の
マ
イ
コ
ン
専
門
シ

ョ
ー
で
、
今
問
は
"
マ
イ
コ

ン

・
初
年
代
を
リ
ー
ド
す
る

主
役
仰
を
テ
l
マ
に
、
昨
年

よ
り
卜
二
社
も
多
い
九
十
六

社
が
マ
イ

コ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

l
(
パ
ソ

コ
ン
)
、
そ
の
他
関
連
口聞
を

出
品
し
、

マ
イ
コ
ン
且
刷
新
校

術
を
紋
噌
附
し
た
。
入
場
者
も

従
来
よ
り
一

段
と
胤
え
八
万

ョ
i
・
ロ
ピ
/
ズ
社
長
)
で

同
社

U
本
支

「
ア
タ
リ

・

は
こ
の
ほ
ど
、

社
と
も
言
え
る

っ
た
の
は
次
の
七
名
。

ま
た
ナ
ム
コ

・
ア
メ
リ
カ

常
務
取
締
役
H
営
業
組
当

i
N
C
の
取
締
役
村
長
で
あ

(
兼
営
業
郎
長
)
災
鍋
正
氏
、
る
小
鳥
山
央
行
氏
は
、
ナ
ム
コ

管
理
判
当
(
兼
社
長
室
長
、
の
外
向
本
業
部
長
と
な
っ
た
。

管
盟
会
計
部
長
)
市

川

湾

総

を

お
で
市
務
の
う
ち
，M
業
組

氏
、
開
先
製
造
組
中
l

(
兼

問

中
J
川
崎
仰
は
リ
一品
業
崎
山
を
、
音
収

録
部
長
)
織
品
川
崎
帥
叫
剛
氏
。

松
中l
A
H山此制
は
鮫
川町
会
川
川
郎
、

取
締
役
H
大
良
武
晴
氏
、

総
務
部
、
財
務
部
を
、
附
山
花

岡
鉱
賓
室
長
H
山

m淡
氏
、
製
造
担
巧
常
務
は
附
発
湖
、

岡
山
刑
務
都
民

1
鈴
木
栄

一
氏
、
製
造
部
を
そ
れ
ぞ
れ
犯
当
す

問
澗
伐
総
長
H

M
州
問
宗
夫
氏
。
る
も
の
。

正氏真鍋

市川湾総氏F 局、

い守
A
W
G

六
千
人

(

U

仁
俄
者
澗
ベ
)
と

成
川
況
ぶ
り
を
ボ
し
た
。

技
術
的
成
栄
と
し
て
は
昨

同
シ
ョ
ー
は
初
期
の
こ
ろ
年
の
後
世
戸
シ
ス
テ
ム
か
ら
・竹

愛
好
者
む
け
の

T
V
ゲ
ー
ム
戸
川
州
地
叫
ン
マ
〈
テ
ム
へ
と
、

と
い
っ
た
形
で
の
山
山
口
聞
が
多
歩
ま
た
進
ん
だ
。
こ
の
点
で

か
っ
た
が
、
必
近
は
よ
り
停
は
サ
ン
匂
チ
を
合
め
と
十
社

門
的
な
新
技
術
を
と
い
う
傾
ほ
ど
が
出
品
、
応
川
の
限
索

向
が
強
く
、
業
者
む
け
の
実
が
続
い
て
い
る
。
と
く
に
サ

用
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
ン
電
チ
は
・
首
声
認
識
ポ

l
ド

従
っ
て
シ
ョ
ー
の
小
心
は
、
を
出
品
、
実
例
と
し
て
絞
製

前
回
に
絞
き
パ
ソ
コ
ン
と
な
の
列
市
を
必
ら
せ
、

M
M
刊
を

っ
と
が
、
こ
れ
は
治
近
の
オ

指
示
す
る

H

特
急
内

ρ

東
ボ

フ
ィ
ス

・
オ
l
ト
メ

l
ン
冒

行
H

H

ス
タ
ー
ト
“
な
ど
十

ン

(
O
A
)
鋭
…
の
高
ま
り
で
六
鴻
の
首
都
市
の
認
識
と
そ
れ

パ
ソ
コ
ン
、
か
個
人
間
総
ぷ
機
じ
よ
る
品
川
作
を
デ
モ
ン
ス
ト

と
し
て
ゑ
に
必
同
を
佐
官
め
な
レ

l
シ
ヨ
ン
し
て
、
注

M
さ

し
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
れ
た
。
た
ど
背
戸一
認
識
シ
ス

面画

「
出
展
資
格
」
と
は

る
。
従
っ
て
そ
う
い
う
出
版

社
は
当
然
J
A
M
M
A
の
会

員
に
な
っ
て
お
〈
べ
き
だ
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
N

A

O
の
会
費
が
相
対
的
に
安
い

か
ら
、
会
員
と
し
て
は
向

一

レ
ベ
ル
で
取
扱
え
主
い
と
い

う
論
議
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い

3
噺
の
規
定
に
よ
る
博
覧
会

の
資
格
を
早
々
と
政
策
す
る

こ
と
で
も
あ
る
)。

ま
し
て

や
会
員
以
外
か
ら
の
山
山
門
股
を

討
す
と
、
電
取
法
途
反
や
そ

の
他
も
ろ
も
ろ
の

A

M
--
ョ

ー
の
ル
|
ル
に
反
す
る
者
が

多
く
山
山
て
く
る
か
ら
‘
と一世
一一回

幽

名

レ
ー
ベ
ル

の

J旨

係潔

エ
キ
ス
プ
レ
ス

の

、y

奏

者

演
寺必守

ヤ}毛問 f豆

)!I ~ 

子 Ht

ア

C
B
S
ソ
ニ

i

エ
キ
ス
プ
レ
ス

ピ

ズ総

、
/ 

イ

1二ア

イ

N 

A 
。ド}

エ
ル守
λ
。フ
レ
ス

エ

ノ、

ひ .マ

チ

ク

R 

C 

l!fl 

1-1 

と
技術と信頼をZ寄る メダルメーカー

，・ー告r-"
TOKEN 

耳、

'ν 
仲
間
次
郎

俊

ぷ
ズ

ン

ク

日1石

防(IJ?，、

ず崎

クV 

、y

/ 

7 

ン

クA 

ii近寺

出叫

災

彦

ひ
ろ
し

ホ )J事 l毛

R に
日
本
)
に
お
け
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ら
び
に
販
売
分

野
の
拠
点
に
な
る
も
よ
う
。

す
で
に
凶
同

一
日
付
で
事
務

所
長
に
リ
ピ
ン
ト
ン

・
ハ
イ

ト
氏
が
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、

事
務
所
所
伝
地
な
ど
は
a

ハ
リ門

下
旬
に
は
リ
決
ま
る
も
ょ
う
か

ルの
79

。
ハ
イ
ト
氏
は
米
国
ジ

ョ
ー

ジ
ア
州
州
身
、
州
立
大
学
を

卒
業
後
軍
隊
に
人
ワ
、
そ
こ

で
H
本
泌
を
学
ん
だ
。
じ
一

年
小
さ
♀
穏
気
メ
ー
カ
ー
の

闘
際
販
売
部
長
を
総
て
、
七

瓦
年
州
側
タ
イ
ト
l
に
入
社
、

向

U
H
却
部
長
を
縫
で
、
七
九
年

以
後
同
社
安
州
の
拠
点
ヂ
イ

ト
1
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
(
本

社
シ
ド
ニ
ー
)
の
資
任
者
と

な

っ
て
い
た
。

U
M
M

関
西
支
部
懇
談
会

6
月
白
日
に
、

念
日
本
遊
附
狗
設
協
会
(事

抑制

M
H
米
ぶ
郎
渋
谷
灰
一
淡
お

一
の
卜
の
J
.
、
合
同

九

八

|

川
七
六
七
、
山
初
俊
夫
会
長
、

会
員
数
万
卜

A

社
、
同
聞
紙
J

i

A
P
E
A
)
で
は
あ

}
州
通

船

引
一
山
総
会
を
品ハ
He
--
六
日
、

総

初
秋
山

・
勝
浦
温
泉
で
附
く

斜

が
、

こ
れ
に
先
立
ち
-
一
l
川

4

H
、
大
阪
で

J
A
P
E
A
附

内
支
郎
会
伐
の
制
笠
宮
μ
が
附

か
れ
る
。

こ
の
慾
談
会
は

「関
漏
出

lx

泌
の
設
汽
」
が
さ
き
ほ
ど
の

(
ド
九
月

J
A
P
E
A
総
本
会

暗
卜
日
)
で
け決
定
さ
れ
た
こ

と
を
交
付
、
同
支
部
の
今
後

の
巡
eM
と
総
代
に
つ
い
て
関

凶
支
泌
と
し
て
ど
う
す
る
か

訴
合
-y
も
の
。
問
山
山
川
崎
併
は

大

阪

総

ωの
似
竹
崎
グ
ラ
ン

ド
ピ
ル
。

お‘... 
』

テ
ム
を
ゲ

i
ム
機
じ
ぷ
人
す

山山
叫
眼
光
仰
が

コ
ン
ビ

A
1

7

る

μ
は

「
ゲ
1
ム
山
中
、
飢(創刊

l
M刊
川
の

4

山
川
と
し
て
「
い

し
て
戸
が
札
れ
ん
均
合
♀
と

い
サ
ー
ビ
ス
h

を
し
て
閃
心

鮒
点
、
が
あ
る
」

(
同
社
山

U

を
引
い
て
い
る
。
な
む
、
大

正
則
ぷ
H

ど
と
し
な
、
が
ら
も
、
阪
で
の
マ
イ
コ
ン
ン
ョ
ー
は

な
ん
ら
か
の
則
的
は

け

て

そ

仁
川
}
什
か
ら
，

eH
問
、
ぶ〈

う
と
し
て
い
る
。

泌
総
の
O
M
M
ピ
ル
で
州
か

以
止
の
ほ
か
問
点
電
J
T
機
れ
る
，

rぺ止
と
な
っ
て
い
る
。

色、，
‘，‘、，‘
Z

官、，
z

，‘，，‘，‘，，‘，，
.az

，‘‘，‘，‘‘，‘，区、，‘，豆、，‘，‘、，‘，
‘、，‘，‘，，‘，邑可，‘，邑，，‘，‘，

ロ

ジ

テ

ッ

ク

・

グ

ル

ー

プ

で

2
新
会
社

富
創
が
一
一

T
V
ゲ
ー
ム
機
と
カ
ラ
オ

ケ

・
ジ
ュ

1
7
の
メ

ー
カ
ー

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ロ
ジ

テ
ッ
ク

・
グ
ル
ー
プ
で
は
、

従
米
製
造
総
門
が
ロ
ジ
テ
ツ

ク
刷
、
販
売
部
川
が
山
品
創
出
問

事
仰
と
な
っ
て
い
た
が
こ
の

ほ
ど
さ
ら
に
富
創
断
察
側
の

八月
業
化

・
4
門
化
を
凶
る
た

め
、
販
売
部
門
じ
新
会
社

ロ

ジ
テ
ツ
ク
販
売
仰
が
、
リ
ー

ス
部
川
に
新
会
社
創
利
リ
ー

ス
仰
が
そ
れ
ぞ
れ
飽
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
五
月
日
よ

り
発
足
し
た
。

ま
た
、
新
会
社
の
本
社
は

そ
れ
ぞ
れ
が
月
十
二
日
よ
り

左
記
に
移
転
し
て
い
る
。

ロ
ジ
テ

Y
7
販
売
側
H
東

-A
V
一史宮ぬ

F

・p-A9
・hvsν
・b
f
vo砂
-
A
V
S
P
S
史哲
人官

6
月
刊
日
に

H

ゴ
ル
フ
会
H

J
A
M
M
A
有
士
山

J
A
M
M
A
で
は
こ
の
ほ

ど
笠
完
治
氏

(
サ
ミ

l
i業

側
)
と
令
沢
義
秋
氏
(
附
ジ

ャ
パ
ン
レ
ジ
ャ
ー
)
が
幹
事

と
な
っ
で
、
会
員
を
対
象
に

「第

一
一
凶
ゴ
ル
ワ
コ
ン
ペ
」

の
参
加
を
山
券
っ
た
と
こ
ろ
、

ご
十
八
名
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

附
コ
ン
ペ
は
六
月
十
九
日
、

神
公
川
県
の
相
模
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
(
却
し
く
は

追
っ
て
線
道
)
。

一分
業
化

h

以
加
山
中
央
-H
巴
八

γ旧
拙

4

勾一
の
卜

の

一
、
官
甲
山
立
ピ
ル、

8
4

“

一
ー
二
川
八

一
、
川
肝
行

列
村
長
。

例
制
刊
リ
l
ス山側

l
東
京
郎

中
央
区
八
丁
目
捌
こ
の
卜
の

一
、

高
山
堂
ピ
ル
、

8
eh
五
二
l

八
附
凶
一
、
低
線
総
統
社
長
。

な
お
官
印
刷
刷
尚
ギ
は
尚
円
山
企

陶
お
よ
び
開
発
明
州
門
に
ゆ
念

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
品
創

崩
事
総
H
東
必
郎
・
中
央
区
八

一l
腕
こ
の
で
十
八
の
卜
見
、

u比
硲
河
岸
ビ
ル
、
合
五
五

二
ー
で
一二
でハ

一
、
溺
池
俊

一

社
長
。

栓
名
変
更

mM
栄
レ
ジ
ャ

ー
企
画
(
旧
-

G
M
企
幽

)
H札
似
市
箆
平

灰
段
平
二
粂
十
F

の
一」
、
含

(
O

こ

八

二
二
|
O
九

一九
、
聞
品
開
元

τ
-社
長
。

事
務
所
移
転

f

伯
弁
商
事
H
西
・h由
市
熊
野

町
十
三
の
-
一
l
六、

合

(
O

七
九
八
)
六
凶
|

一
六
九

一
、

石
升
辰
登
社
長
。

法
人
に
改
組

lの咋;j;)
コ 十 11 1 1 
li七大*
fi.の |奴エ
ー l'd iレ
J削減ク

若よ書と
泊五ji長i
社 六初ク
宍八 |JHス

全日本地区 5月23日-6月5日の 2週間

謹

.B::. 
E司

有

限

会

社

三

立

役

研

開

発

製

造

に

か

か

る

テ

レ

ビ

ゲ

ー

ム

機

「

ジ

ャ

ン

ビ

ュ

ー

7

|

」

益

ぴ

に

デ

ー

タ

イ

ー

ス

ト

一
株
式
会
社
開
発
製

造

に

か

か

る

テ

レ

ビ

ゲ

ー

ム

機

「

D
Sテ
レ

ジ

ヤ

/

」

の

発

売

に

当

た

リ

ま

し

て

は

各

位

よ

リ

ご

好

評

を

賜

リ

辱

く

お

礼

申

し

上

げ

ま
す
。

右

各

ゲ

l
ム

機

は

、

右

両

社

に

お

い

て

そ

れ

ぞ

れ

独

自

に

考

案

、

開

発

製

造

化

し

た

も

の

で

「

ジ

ヤ

ン

ビ

ュ
ー

タ

|

」

の

製

造

、

販

売

、

使

用

収

袋

に

関

す

る

権

利

は

す

べ

て

有

限

会

社

三

立

技

研

に

、

「
D
Sテ
レ

ジ

ャ

ン

」

の

同

様

権

利

は

す

べ

て

デ

l
タ

イ

ー

ス

ト

株

式

会

社

に

帰

属

し

て

お

り

ま
す
。

従

っ

て

右

両

社

の

承

諾

な

く

「

ジ

ャ

ン

ビ

ュ

ー

タ

|

(
合
基
板
)
」

「
D
Sテ
レ

ジ

ヤ

ン

(

合

基

板

)

」

を

製

造

、

販

売

、

使

用

収

益

す

る

こ

と

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

類

似

商

品

の

製

造

、

販

売

、

宣
伝
、

広

告

も

両

社

の

正

当

な

縫

利

を

侵

害

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

右

両

社

は

こ

の

拍

恨

の

縫

利

佼

苓

行

為

に

対

し

て

不

正

競

争

防

止

法

、

工

業

所

有

権

関

係

法

、
著

作

権

法

等

に

基

づ

き

断

固

た

る

袷

査

を

講

ず

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。

関

係

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

前

記

め

趣

旨

を

ご

理

解

の

上

抵

触

さ

れ

る

行

為

の

な

い

よ

う

え

分

ご

注

意

を

錫

リ

業

界

秩

序

維

持

の

た

め

に

ご

協

力

ア

さ

い

ま

す

よ

う

響

告

か

た

が

た

お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
十
円
、
「

D
Sテ
レ

ジ

ャ

ン

」

の

使

用

に

つ

主

ま

し

て

は

ご

希

望

の

各

位

に

対

し

昭

和

五

十

六

年

九

月

一

日

以

降

そ

の

申

し

出

に

応

じ

許

諾

を

与

え

る

予

定

で

お

り

ま

す

の

で

併

せ

て

お

知

ら

せ

申

し
上
げ
ま
す
。

昭

和

五

十

六

年

六

月

東
京
都
新
街
灰
一西
新
街
七
ー

一
l
，

有
限
会
社

一一一
立

技

研

-
一面

一
似
内
)
を
か
け
地
設
も
の
。
そ
の
内
わ
け
は
り
世

中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
五
月
界
の
化
問
。

f
中
世
の
凶
に

一

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
た
。

八
九
O
午
世
界
大
降
覧
会
内

問
ラ
ン
ド
ほ
テ
ー
マ
別
に

μ

ハ
ン
ナ

・
パ
l
パ
ラ
和
裕

一九
つ
の
世
界
に
分
れ
て
お
り
、
の
問
“
で
、
と
く
に

J
中
福

そ
の
う
ち
凶
つ
の
山
界
が
今
の
悶
ω

は
子
ど
も
向
け
遊
関

凶
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン
し
た

地
で
、
フ
レ
ッ
ド
、
ヨ
ギ
、

パ
l
ニ
i
・
ラ
ブ
ル
な
ど
カ

ナ
ダ
の
，寸
ど
も
た
ち
の
人
気

者
の
考
案
者
の
名
前
を
M
M
つ

は

T
B
C
社
と
G
W
L
A
C

フ
ァ
l
イ
ー
ス
ト
(極
東
)
」

て
名
付
け
ら
れ
た
。
な

お

石

社

。
五
月
ニ
卜
J

・日
に
オ
|
常
務
所
を
附
設
す
る
こ
と
を

つ
め
の
世
界
ρ

カ
ナ
ダ
側
新

プ

ン

、
九
月
六
十
七
円
ま
で
川
明
ら
か
に
し
た
。

時
代
H

は
八
二
年

J

ム
同
ま
で
側
凶
す
る
初
年
度
の
人
以
者
こ
れ
は
従
来
か
ら
あ
る
ア

に
完
成
す
る
予
定
。

料
酬
は
約
二
百
万
人
と
見
込
ま

タ
リ
ジ
ャ
パ
ン
側
(
本
初
HH

問
ラ
ン
ド
の
一
州
布
地
は
ト

れ
て
い
る
。
各
検
遊
戯
胞
設
東
京
協
大
凶
区
多
府
中
川
で
の

ロ
ン
ト
か
ら
北
西
へ

三
十
二

は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ョ
ー
な
ど
八
の
託
、
中
村
雄
波
社
長
)

y
Uの
と
こ
ろ
。
オ
ー
ナ
ー
も
箆
・
簡
に
用
怠
さ
れ
て
い
る
。
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
、

j
i--
l
f
l
l
i
l
i
-
-
j
i・e-

ア
タ
リ
本
社
直
属
の
事
務
所

米

国

ア

タ

リ

社

が

東

京

に

と
し
で
同
社
の
極
東

(い
り
¥

‘
，
.
‘
.
E
Z
-
P
E
'
・
・
・
・
・
・
'
ι
a
p
h
v

一2
n

.
，
困
a

，V
-
E
-
E
V

"・・・
E
E

-司吋
司

、

rE
台
M
I
E
h
-
-
-
4
同

一5
0

7
Aノ
l
ノ
栢
兎
聞
記

一郎

4
月

l
日

付

で

所

長

に

ハ

イ

卜

氏

を

任

命

師
側

一
大
叫

S
倒

的

剛

n
U
縄
市

印

刷
山
間

奈

川
東

措名

街

角

ト

ワ

イ

ラ

イ

ト

ブ

ラ

ン

デ

ー

グ

ラ

ス

プ
ギ
汗
ぎ
I
L
O
V
E
Y
O
U

セ
ク
シ
ー
ミ
ー

!
ジ
ッ
ク

山
航
(
S
A
S
U
R
A
i
)

ヨ
コ

一
好
務
業
務
委
任
者

株

式

会

社

東

京

キ

ャ

ビ

オ

l
卜

東
京
郎
排
出
院
内
麻
布

e
1
4
1八
議
ピ
ル
ニ
F

託
部

O
c-
-
凹
O
問

l

一O
百
六

東
京
郎
曲
R

島
区
南
池
袋
三

|
九

l
Tお

デ

ー

タ

イ

ー

ス

ト

株

式

会

社

o
d
l
九
八
八

l
}
↓九七

一
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混同耐

株式会社三立技研

デー タイースト株式会社
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今
年
の

A
M
シ
ョ

ー
の
滑
る
べ
き
だ
、
と
す
る

J
A
M

の
で
、
こ
、
札
は
さ
て
一ぬ
く
と
・
つ
の
は
畑
山
本
的
に
お
か
し
い

れ

B
'

j

備
は
五
月
末
か
ら
六
月
初
め

M
A
側
の
怠
兇
に
は
、
将
米
し
て
、

J
A
M
M
A
仰
の
考
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

に
か
け
て
や
っ
と
始
っ
た
わ
的
に
見
て
む
開
魁
は
な
い
だ
え
は
以
上
に
つ
き
る
と
思
わ
ず
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
好
枝

け
だ
が
、
早
く
も
「
山
展
資
ろ
う
か
。

J
A
M
M
A
側

の

れ

る

。

を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
ァ

裕
」
主
ど
を
め
ぐ
っ
て
三
協
考
、
え
で
は
、
A
M
帥
械
の
メ

l

会

-H
で
な
け
れ
ば
出
回
収
で
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
会
員
に
よ

会
の
聞
で
は
対
立
が
起
っ
た
カ
|
、
販
売
会
社
が
出
展
す
き
な
い
、
と
い
う
の
は
そ
む
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
業
界

り
し
て
、
関
係
者
を
や
き
も
る
の
が

A
M
シ
ョ

ー
だ
と
い
そ
も
あ
ま
り
捜
し
い
こ
と
で
の
細
川
鉄
序
主
災
態
に
汁
し
て

き
さ
せ
て
い
る
。

J
A
4
解
う
単
純
な
攻
腐
の
よ
う
で
あ

は
主
い

(特
許
法
第
初
条
鋭
白
沢
い
そ
/
に
フ
タ
を
す
る
方

散
の
過
程
で
す
で
に

A
M
ン

穴

と
受
け
と
ら
れ
て
ら
仕
方

ョ
ー
に
つ

い
て
具
体
的
取
り

な
い
か
ら
で
あ
る
。

決

め

が

な

さ

れ

て

い

た

な

ら

さ

ら

に

言

え

ば

メ

ー
カ
ー
、

こ

う

は

な

ら

な

か

っ

た

ろ

う

販

売

会

社

し
か
出
炭
さ
せ
な

と
思
え
る
の
で
あ
る
が
、

す

い

‘
と
い
う
の

2υ
お
か
し
い

べ
て
は
泌
乱
の
さ
な
か
で
進

考
え
と
言
、え
よ
う
。
関
述
白
川

め

ら

れ

た

わ

け

で

あ

り

、

今

の

山
品
や
紹
介
は
シ
ョ

ー
の

さ
ら
何
を
畳

一一回

っ

て

も

始

ま

ら

内

容

を

む

か

に

す

る

は

ず

だ

な

い

と

い

う

気

が

す

る

。

か

ら

で

あ

る

。
余

wmを
失
な

し
か
し
「
出
岡
崎
資
総
」

は

い

、
刈
続
出市
法
ば
か
り
に
北

小
型
機
関
係
で
は
本
来
的

に

る

と

、

後

に
ひ
ど
い
結
果
を

J
A
M
M
A
会
員
の
み
で
あ

、b
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
。

多
笹

9
町

時宜…

スーパーゴルフトレイナー③⑪②⑧⑨⑨ 

コルフボールは白竜b回収され、スピーディー!こマシンヘ供絶されます。

コルフボール1<1:プレイヤーのワンタッチ}豊作で自動的にティ戸ツブ'd
れま写。

(3)使用クラブ選択スイッチの切換操作で、ドライ11-'5議戸イ戸ンの

ショッテインクガ白羽にできま可。

(4; イン11フト随クラフフTイスの向舎、スインク方向、術ラ机跡 (スラ

イスフッフ ・ストレート)およひ飛寝耳Eをコンピューターガ判断し、

パネル!こディスプレイレヨ;9。
(5) コンビューターガデータにもとっさ 'OB~ ・ 'N 1 CE SHOT ~ 

の判断をし、戸ナウンλコー1しを発しま写。ま疋飛箆総I<l:合成琶声で

コンビューターガ獄値を続ゐ主げます.
(6) 1 PLAYの制金設定は￥100- ￥ 400、~獄設定lá2~ま-32球まで切

換司角Eです。

〔本機の特徴)

¥l) 

(2) 

勾、-
特許lH腕I番号

56-025963号

56-025966号

56-028917号巴 E塑邑塑
{仕梯}

*サイズ ・繍舗2，600"・;f!;さ2，700"・奥行6，000"
*電気関係:1 OOV /350W /50・60Hz

(本仕織は予告な く変更する ニとがあリます)



( 6 ) 

-詳細は本祉宛に

カタロダをご.. 

求下さい。

本 社〒17 1東 京 都豊島 区南 池袋 3- 9 - 5 電話(03)988-2571<<-15

名古屋営喋所干464名古鹿市千緩区春開通り 6の 28電話 (052}762-5222

福岡営業所:干812福岡市博多区博多駅前3-3-12博多白水ψレ5F電話 (092}474剛 0120

DATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U，S，A， 

機式会祉 デ コ・札幌干064札幌市中央区南こ十一条函十二丁目879-15ft(OII }562-2415附

コインセレクターによるロケーション管理グ

。コインセレクタ- 900/F36 900/F 37(トータライザー付)

10円周・ 100円用、 1コイン -4コイン切答えがワンタッチで

できます。

0数 哉の多少にかかわらずご一 線下きればお送りします

0 快 盗 ル パ ン が 率 に の っ て 登 場 、

通路の金貨 を 捨 い な が ら ド ル 袋 と か

まかんなどを奪います。 二れを追う

のが 4人のポリス、ルパンはシャッ

ターをおろしてポリスを一定時間部

屋に閉じ込めたり進行を防害するこ

とが出来ます。 ルパンが笑いポリス

が 泣 く と い っ た ユ ー モ ア を 織 り ま ぜ

てゲームが遂行します。 J思 わ ずつり

込まれずにはいられないコミカルあ

ふれるゲームです。

7Jff; 7 

新策担色1293開3雪〈策公昭S3・日7明号)1.':よって保揮さn
ているもので品。、これと鴫し拘置のコピー1ioを正当8
曜市jもliIしに暫酒犠売し、 寧疋旧、副λ恒用し疋曹に却
して倍、上記出願に係るwJt書架刀出願公告され疋暗に
法!と型づ〈時機舎を踊'l<し、8'1:;浪!こ基づ宮自主時在差し
広めらnることにも1iI'?<I'lr'めで1J'Dるコピー1io1の輔入
館用を草草ら由ぶう.i!i恕し草l'!.

回初55軍6月

不良貨問題を一挙に解決

NEW MODEL 

箆

720-A/F37 

月2回 (1臼・ 15日)発行

phone 03(876)3405 

8s 安tt畏瞭締役

箆 告
窃車駅I製白河E箇愛顧蹴ヲり仰とあり汀とうごふ 暗苛。
獣iの~liY..j.，その全鞭植に1).疋り主障のよU芭拐の暢
叫巳つ書、特眠、実旬新案、葡置専を盟執しており、そ
の-BlI志、 筑Fこ揖a<ß<伝(j~閉され、 工黛傾向曜によっ
て保揮さ打ており8'lr，。
当;]のミエ考ミツパーCAH-Ua.時開沼恒・11舵田-119296
曹司より演僻自由S2・田S担号、 53-1239調書8らU巳 56・
臼272曹1こより出骨品開削1l:;尭鵠寄寓に保つ、量級第司

【全面広告】

本社/東京都台東区竜泉3・7・3

MODEL 

720-A 

NEW 

.，人用は、 コ ン ビューター相手に対戦

・2人用は岡崎に 2人が対戦できます。

・ 金Jもをかけてプレーすることは禁止さ

れております。

信頼と技術のふれあい

ンに次いで2人が同時に対

戦できるマージャンゲーム

4人用の本格麻雀テレジヤ

TV鷹雀'1-6

トイヒされました。

ゲームマシン

事fジホッパーCH・500

英国コインコント口町Jレズ柱と勉精工側ガ象年

の絞術と経般から作りあげた慣も小型で確実怠

機構に費量大の収納容量をもっミニ爪ツIiー

<1:士織〉
.最大嶋納数 :100円硬貨の場合 1500牧

101司硬貨の場合 0・"""1300枚
25セン トサイズ〆ダル 1200枚

園硬貨払い出 L: 1分間(50Hz)""""" "220枚
(61JHZ) ・・280l主

.カウント リミ yト マイクロスイ ッチ付

.モーター;定格 1時間 50Hz IOOV 90W 
(ファン付) 60HZ 100V 100W 

50Hz 24V 44W 
60Hz 24V 48w 

サーマルプロテク~ー内蔵縁関停止装鑑及び
冷却ファン付

.使用可能筏 17，5φ -27，091 

CAH-1 

株式
会社

新しい

カぜカセッ

新 時 問TVゲーム

デコ

ミ=ホッパー

豊かさを演出する、電子技術の

M 

〈特徴〉

1永年の俊樹と経緩で'fIOり主げ定。小型で確実

怠緩備をもっ“コインホッパー“

2 コインを排出する位置は高〈、金俸の高さI~
愚も低い.

3 ザイズガ自由に~換できる(20φ-30φ}
4，円豊富のうしろ!こ、ストラスト ペフヲリンクガ

入っているのでブレガ怠い.

〈仕線〉

冒最大収納枚数 25(Cメダルー・ 500枚
・硬貨払い出し枚数 ・1分間

(50Hz)'" 160枚以よ (60Hz)"'180牧以上

.モーター ・定絡時間連続
50Hz 100V 90W 60Hz IIOV 
サーマル ・プロテク 9一内蔵、

縁関停止装置亙び冷却ファン付
.使用可能コイン後21φ -30φ
・カウント周検知 1丘篠スイ yチ

第168号

100W 

-・圃_....

昭和56年7月1日
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司、
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号事』
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'守、，

『

.. 
ー

，、
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.. 

市
胤
点
ご

l
，て
区
の
小
で
H
取

も
広
い
函
紛
と
的
大
の
人
川

を
抱
え
て
い
る
伸
一刷
谷
氏
の

北
東
部
に
北
沢
地
域
が
あ
り
、

北
沢
の
中
心
的
な
釈
が
ド
北

沢
で
あ
る
。
小
問
急
線
と
し
爪

主
体W
郁
井
の
一政
線
と
が
交
わ

る
地
点
に
白
州
線
の
下
北
沢
釈

が
あ
り
、
新
筒
、
渋
谷
と
い

う
尚
一
例
制
帥
心
に
約
今
一
l
分
で

巡
給
し
て
い
る
。
近
年
と
み

に
新
街
や
渋
谷
の
フ

ア
y
シ

ョ
ナ
プ
ル
指
向
が
ド
北
、
沢
に

も
流
れ
込
み
、

と
く
に
駅
北

側
地
械
は
服
飾
や
飲
食
関
係

の
山
J

門
凶
が
告
な
が
ら
の
尚

凶
を
は
さ
ん
で
す
ち
悦
ん
で

き
て
い
る
。
駅
南
側
は
北
側

に
比
べ
る
と
庶
民
的
な
努
岡

山
川
が
あ
り
、
こ
の
界
限
の
繁

都
中
術
で
あ
る
よ
問

U
尚
府
衡
を

中
心
と
し
て
大
衆
的
な
応
が

多
く
、
ま
た

h

伐
の
係
り
場
と

し
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
場
は
す
べ
て
人
通

り
の
多
い
駅
南
側
に
集
中
し

て
い
る
。
イ
ン
ベ

l
ダ
}
ブ

ー
ム
以
後
、

ゲームセンター ・モナコ 世田谷区~~沢2-5、
岱叫4・柑85、i.li:祖=ωマツヤ鶴ゆ (n413・76
05) 

ラスベガス

=岡1:。

ゲームセンター プリンス

467・1589、直E苫=プリンス。

ゲームイン 'ZOO jt沢7，竹ー旬、合412・39

55、本事:J:={仰セ刀エンターフライゼス (n
742-3171) 

ゲームランド ジョイ jt沢'2-'4，n410・06

92、本事1=紛タイトー(n264-8611) 

ムサシノ・プレイランド jt沢2-20-17、五日尖
履歴上、n，113-73刊、本事::t=L.，サシノコイン

マシン紛 (n0422-22-4013)

jt沢2・13・8、合，112-ω61、i.li:，n

l人 用 は コンピューター と

対戦、 2人同時に対戦可能。

jt沢2・10・12、宮

テレジャン(2人用)

|データ (問I

月2回 (1 H・15日)発行

• 

スーパーゴルフトレイナー

TRAINER 

ワンタッチ操作で自動的に

ティアップ。飛距離も

下
火
と
と
も
に
ゲ

i
ム
糾
金

を
.卜
げ
る
庄
が
相
次

g
、
今

や
下
北
沢
の
ゲ
ー
ム
旧
制
す
べ

て
が
全
機
敏

寸
ゲ
ー
ム
五
十

円
か
、
ま
た
は
級
新
機
純
数

台
を
除
い
て
十
円
か
ら
説
!

例
と
い
う
料
金
設
定
に
な

っ

て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

や
む
を
微
な
い
恥
慨
は
あ
る

に
し
て
も
、
他
の
け泊
、
が
料
品
枇

を
下
げ
た
か
ら
内
分
の
時
も

ー
ー
と
い
う
よ
う
に
ゲ
ー
ム

料
金
の
設
定
だ
け
が
巡
営
の

ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
か
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
、
あ
ま
り
好
ま
し
い
と
は

言
え
な
い
ど
ろ
う
。

「
ム
サ
シ
ノ

・
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
」
は
忠
実
尽
の
出
ょ
に

あ
り
、
こ
の
持
限
で
は
u必
古

参
の
ゲ

l
ム
川
崎
。
約
一

l
u

GOLF SUPER 

ゲームマシン

-

リ ー チ も あ る 麻雀ゲームグ

1人朋 TVメダルゲーム機

T

V
ゲ
ー
ム
の

PTベイアウト麻雀
PART II 

PT MARJANG PART II 

.. 

坪
の
テ
ン
ト
川
滑
り
の
ア
ー
ケ

ー
ド
フ
ロ
ア
と
実
効
面
積
約

州
十
即
の
，
燃
物
機
フ
ロ
ア
に

八
万
け
ら
れ
て
お
り
、
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

l
ム
は
滋
気
メ
カ
の

フ
リ
y
パ

i
十
二
台
を
中
心

に
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
則
T

V

ゲ

l
ム
検
八
台
、
テ
ー
ブ
ル

型

T

V
ゲ

i
ム
機
一J
A
n
ほ
か

プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
や
パ
チ
ン

コ
な
ど
約
三
卜
台
設
説
。
来

ょの写真は 「ゲームセン生ー モナコJのア』ケー
ドフロア、右下の写真は伺1吉の乗物フロ?のようす。

円内はムサシノコインマシン(捕の渡辺美虎社長。

初級と初段をボタ ン で 選 別。

あなたは瓦が何枚われるかつ

第168号

-・

ザ・カラテ

昭和56年 7月1臼

物
機
は
レ
ー
ル
走
行
型
「
義

経
号
」
を
メ
イ
ン
に
定
締
型
や

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
な
ど
ト
数

台
を
絞
行
し
て
い
る
。
同
信

を
迩
リ
泊
す
る
ム
サ
シ
ノ
コ
イ

ン
マ
シ
ン
仰
の
山
政
辺
村
長
は

( 7 ) 



ゲームマシン ( 8 ) 

rゲームセンヲー・プリンスJの庖内にて。

月 2回 (1 H・15日)発行

「
よ
そ
で
は
取
扱
っ
て
い
な

い
よ
う
な
古
い
機
械
を
多
く

設
遺
し
て
い
る
が
、
チ
ど
も

た
ち
に
し
て
み
れ
ば
初
め
て

嫁
す
る

μ

新
機
殺
げ
に
な
る

わ
け
乏
か
ら
結
綿
楽
し
ん
で

い
る
。
し
っ
か
り
し
た
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
続
け
る
こ
と
で

古
い
機
械
も
生
き
て
く
る
」

と
議
る
。
遊
び
に
・
十
日
い
析
し

い
は
な
く
、
か
つ
て
人
気
の

あ
っ
た
機
級
は
新
し
い
枇
代

に
も
や
は
り
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
ら
し
い
。
ま
た
同
氏
は

「
空
気
の
き
れ
い
な
尾
上
で

遊
ぶ
の
が
子
ど
も
に
と
っ
て

は
対
も
健
全
」
と
語
る
。
同

応
で
は
レ

l
ル
広
行
型
乗
物

機
と
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
l
以
外

は
ゲ
ー
ム
料
金
を

l
円
か
ら

三
十
円
に
設
定
し
て
い
る
。

「ゲ
l
ム
イ
ン

Z
O
O」

は
地
下
で
の
巡
営
で
フ
ロ
ア

面
総
は
約
丘
十
蝉
。
テ
ー
ブ

ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機

二
十
数

台
を
中
心
に
「
プ
ラ
Y
ク
ナ

イ
ト
」
な
ど
フ
リ
ッ
パ

l
六

台
、
「
パ
ザ
l
タ
」
な
ど

7

y
プ
ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム

機
九
ム
口
な
ど
計
六
十
数
台
を

設
置
。
こ
の
界
限
で
メ
ダ
ル
る
し
か
な
い
」
と
減
る
。
同

ゲ
l
ム
機
投
首
の
庖
は
岡
崎
応
の
ゲ

l
ム
料
金
は
「
ジ
ャ

だ
け
で
、
「
グ
ラ
ン
ド
ダ
|
ン
ピ
ュ

l
タ
i
」
の
み
百
円

ピ
|
」

一
台
の
み
設
退
。
こ

で

、
そ
れ
以
外
は
五
十
円
。

こ
は
セ
ガ
社
の
ロ
ケ
テ
ス
ト
飲
み
物
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
「
ス

コ
7
ス
ベ
ガ
ス
」
は
約
六

ぺ
|
ス
オ
デ
ッ
セ
|
」
、
「
ポ
十
川
町
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル

ー
ダ
|
ラ
イ
ン
」
な

ど

伝

新

型

T
V
ゲ
ー
ム
出
制
約
七
寸
五

機
種
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
向
台
を
中
心
に
、
ア
ッ
プ
ラ
イ

山
仙
の
煩
内
氏
は

『当
院
は
人

卜
刷
出
T

V
機
十
二
台
、
フ
リ

ロ
の
柏
駅
い
地
干
に
あ
る
た
め
、

y
パ
l
四
台
な
ど
計
約
九
十

駅
南
口
の
前
と
い
う
最
高
の
台
を
設
段
。
同
応
は
飲
み
物

立
地
条
件
を
十
分
に
生
か
せ
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

『
パ
ツ

て
い
な
い
」
と
泌
る
。
ま
た
テ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ス
」
で
ホ

他
の
肢
が

一
ゲ
l
ム
丘
十
円

l
ム
ラ
ン
を
山
山
す
と
T

V
ゲ

に
下
げ
て
き
た
時
に
対
抗
策
|
ム
が

一
回
無
料
に
な
る
な

と
し
て

「一

ゲ
ー
ム
無
料
サ
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る
な
ど
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

・
モ

の
工
夫
を
し
て
み
た
が
、
あ
ナ
コ
」
は
約
間
十
川
町
に
テ
l

ま
り
効
果
は
上
が
ら
な
か
っ
プ
ル

m
T
V
ゲ
l
ム
機
三
十

た
と
い
う
。
現
校
阿
庖
で
は
数
台
を
中
心
に
「
ミ
ド
ル
ア

新
機
級
以
外

一
ゲ
ー
ム

-b
十

i
ス
」
な
ど
の
フ
リ
ッ
パ

l

問
。

-

・ム
ロ
と
T

V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|

「ゲ
|
ム
ラ
ン
ド

・
ジ

ヨ

ム

ニ
ム
口
を
設
置
。

イ
」
は
約
二

l
石
蝉
の
フ
ロ

「
ラ
ス
ベ
ガ
ス
」
と
「
モ

ア
而
績
に
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

ナ
コ
」
を
運
治
す
る
附
マ
ツ

な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
剛
山
T
V
ゲ

ヤ

・前
半
の
庄
司
支
配
人
は
ぷ
官

|
ム
機
二
十
五
台
を
中
心
に
、
Mm
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
す

7
y
ブ
ラ
イ
ト
型
T

V
機

-

る
こ
と
で
顧
容
を
か
な
り
引

台
、
フ
リ
ッ
パ

l
二
台
な
ど
き
つ
け
て
い
る
」
と
掛
る
。

計
三
十
数
台
設
置
。
沢

応

長

「

ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー

・
プ

は
「
人
気
の
あ
る
ゲ
l
ム
機
リ
ン
ス
」
は
約
三
十
坪
の
フ

の
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
で
は
、
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

ザ
l
ピ
ス
簡
で
ア
ピ
ー
ル
す

|
ム
機
，
一卜
五
台
を
設
置
し
、

周
り
の
峻
際
な
ら
び
に
入

n

の
ド
ア
の
部
分
に
も
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
m
T
V
ゲ
l
ム
出
叫

一

ト
ム
ロ
と
フ
リ
ッ
パ
l
卜
台
(電

気
メ
カ
七
ム
口
)
を
ズ
ラ
リ
と

民
べ
た
て
て
お
り
、
や
や
惜
別

以
な
感
じ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に

な
っ
て
い
る
。
脳
内
に
は
常

に
こ
ぶ
し
の
き
い
た
綴
歌
が

流
れ
、

一
一
胤
変
わ

っ
た
ぷ
附

気
を
山山
し
て
い
る
。

こ
の
界
阪
で
は
シ
ン
グ
ル

ロ
ケ
も
多
く
け
ん
ら
れ
、
酬
官
本
小

ぃ的
は
も
と
よ
り
似
M
高
村
に
ま

で
テ
ー
ブ
ル
m
T
v
，ケ
1
ム

機
が
進
出
し
て

い
る
が
、

つ
の
凶

に一

、
.
一ムリ
仰
何
度
と

い
う
設
以
状
汎
で
あ
る
。

ゲームマシン

左
の
写
真
は
南
口
駅
前
の
地
下
で
運
営
し
て
い
る

司ゲ

ー
ム
イ
ン
Z
O
O
』
の
入
口
部
分
、
上
の
写
真
は
岡
高

の
底
内
の
よ
う
す
で
、
奥
に
も
フ
ロ
ア
が
あ
る
.
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一製品レンタルいたしますバリ
最低 5台以上で6ヵ月単

位、 1ヵ月 1台につき…

PARTS 

ボーナス ・ライン {新品)
e ￥65，000 

ボーナス ライン(中古)
￥50，000 

ウオール ・ス トリート(中古)
'1' 60，000 

デキシーラン ド (新品}
￥10，000 

プル・マーケット (中古)
￥60，000 

ス-/'~ーコンチネン~ )レ(中古)

'" 45，000 
ファ イプライン (中古)

￥30，000 
例 :スーパーコンチネンタル(中古)

5台の鳴合、
毎月小切手't225，000あるいは毎月決

済の約束手形￥ 225，000.
なお、6カ月の保証金として.約束手形

"'2，250，000のl!!l:畢が必要です.
ボニの飽.lI!捕やレンタルfH，'どと相献に応

じSす.

パリー製昂各種パーツボーナスライン

LlNE BONUS 

ウオールストリート

STREET WALL 

デキシーランド

W nートV スペシャJI，

パリービンゴの決定版グ

11コイン6カードビンゴ

競馬ゲームをカラーTV化グ | カラーTVポーカーにネキス

4人鰭け、クレジツト機僑f寸 | ト(J'iイパイ)ゲームっき
〆ダルゲ』ムE慢の股首選'ji¥'につきま しては 「ノダルゲーム場主H常器撤」を守ってご使用下さい。

競艇ゲームをカラーTV化グ

転t3i<のハプニングもある。
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ど二 特別寄稿

輝生
早稲田大学教授

土井

ムが当面する問題

‘・・

ビデオゲー

• 

同 ミ

.... 

p、
包輔，

，、

殺
を
と
っ
て
も
、

Hn
O
M
を
コ
ヒ
ー
す

る
の
は
時
間
の
問
題
で
す
。

引
の
な
.
し
く
技
術
の
発
途
が
も
た
ら
し

た
問
題
に
、
被
写
機
川
市
に
よ
る
務
作
物

の
コ
ピ
ー
が
あ
り
ま
す
。
…
者
作
品叩μ
限
定

"
か
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
て
も
、
実
効
的
な
刈
策
を
こ
う
ず
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

応
舗
の
コ
ピ
ー
は
、
不
正
競
争
防
止

法
に
よ
っ
て
防
H
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
「

巡
刊
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
」
紘

一
九
八

O
作

-O
円

|
七
日
同
行
ご
パ
ハ
到

に
は
、
「
山
何
回
舗
の
コ
ピ
ー
は
ど
こ
ま
で一

必
さ
れ
る
か
」
と
題
し
て
、
フ
ラ
ン
チ

ャ
イ
ズ
制
を
と
っ
て
い
る
長
崎
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
の
応
「
リ
ン
ガ
|
ハ
ッ
ト
」
が
模

倣
さ
れ
た
事
什・
か
似
“
し
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
著
作
物
の
著
作
権
侵
害
を
鹿
内
と

し
て
綴
倣
を
間
阻
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
判
例
に

h
〔
「
札
幌
ラ
ー
メ
ン
ど

日
出
子
」
事
件
や
、
「
8
4耐
ラ
ー
メ
ン
」

事
件
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
そ
の
他
の
省
名
"
フ
ラ

ン
‘
卜
の
総
貨
の
糠
逃
口
聞
は
、
数
多
く
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
分
野
て一

は
、
尚
際
法
、
品
品川
弘
、
法
、
不
正
絞
争
防

止
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
の
も
と

で

ニ
セ
物
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
分
野
で
は
、
非
常
に
級
般
的
に

ニ

セ
物
排
除
の
努
力
が
続
け
ら
れ
ず
A
U
3

す
。
い
く
つ
か
判
例
が
て
て
い
ま
す
。

タ
イ
プ
フ
ェ

ー
ス
す
な
わ
ち
活
字
の

コ毎，.‘、

..;:;;，::J.園田

---¥ 
上の写真はTVゲーム機国際会議の牒にτ土井練生民

， 

--.. 
ーー

は
じ
め
に

「ニ

ュ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
」
誌

}
九
八

一

年
三
月
九
日
分
は
、
凶
八
ペ
ー
ジ
に
、

「
ア
ス
テ
ロ
イ
ズ
は
や
っ
て
来
る
」(三
高

〉
主
号
三
角
Z
P
P
Z

〈

γ
E

E
情
)
と
暗
唱
し

て
、
凶
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム

ア
ー
ケ
ー
ド
の
ビ
デ
オ
ゲ
1
ム
が
多
く

の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
引
き
つ
け
て
い

る
こ
と
、
ア
タ
リ
社
の

「
ア
ス
テ
ロ

イ

ズ
」
が
大
変
な
人
気
を
え
て
い
る
こ
と

を
総
じ
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
は
、

娯
楽
産
業
の
先
端
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

業
界
の
健
全
な
発
展
と
そ
の
技
術
の
瓜

範
な
悶
祝
勝
党
必
業
に
お
け
る
利
朗
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適

切
な
法
的
保
護
を
与
え
て
不
正
競
争
を

防
止
し
な
り
れ
ば
似
進
さ
れ
ま
せ
ん
。

文
化
の
発
展
は
、
模
倣
を
放
さ
に
し

て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

幼
児
は
、
殺

や
刷
辺
の
人
々
の
雷
紫
や
動
作
を
模
倣

し
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
科
学
校
術
の

発
途
は
、
他
人
の
釧
究
開
発
を
バ
チ
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
う
な
・
か
さ
れ
ま
す
。
企
業

活
動
に
心
の
い
て
も
、

他
の
業
者
の
製
品

や
そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
校
倣
し
た

り
改
良
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
争
が
促
進
さ
れ
、
消
山H
占也
が
恩
怒
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
図
も
、
特

A
法
、
著

作
出
刑
法
、
商
様
法
、
窓
庇
法
、
不
正
競

争
法
等
の
法
作
に
よ

っ
て
、山
似
倣
や
コ

ピ
ー
に
け
刈
し
、

い
ろ
い
ろ
な
政
策
に
も

と
つ
く
制
約
を
泌
し
て
い
ま
す
。
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
の
附
発
、
製
造
お
よ
び
阪
先

に
従
事
す
る
業
者
が
当
面
す
る
問
題
は
、

こ
れ
ら
の
法
規
制
の
も
と
で一
、
無
断
で

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
コ
ピ

ー
し
て
競
争
製
品
を
製
造
版
先
す
る
業

者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
以
泌
を
う
け

る
こ
と
.
か
で
き
る
か
、
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
を
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

川
約
山
ポ

Hmエ
ジ
プ
ト
記
第

一O
常

一
丘
節
に
で
て
く
る
そ
ー
ゼ
の
十
成
の

第
八
需
円
の
戒
律
は
、
「
汝
山
m
臨
む
な
か

れ
」
で
す
。
こ
の
戒
律
を
所
布
僚
の品川

日
明
と
健
闘
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
有
体

財
産
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
、
か

ん
た
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
当
}附
し
て

H
U
体
の
隙
倣
に
対
し
て

HAr清
作
権
佼

中
け
に
な
ら
な
い
と
い
う
判
例
と
不
正
絞

争
防
止
法
に
逃
以
し
な
い
と
い
う
叫
附

が
で
て
い
ま
す
。
タ
イ
プ
フ

ユ
ー
ス
の

保
泌
は
、
新
し
い
立
法
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

滋
一州
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
浴
附
し
て
商

品
を
製
泣
販
売
す
る
行
為
は
、
引
者
仏H
依

田町中山砲
一と
な
り
ま
す
の
で
、
一
宮
A
H
崎
山
法
に

よ
っ
て
ね
ば
川
を
求
め
る
こ
と
.
か
可
能
で

す
。

速
の
判
例
が
あ
り
ふ
J
h。
ャ争時ハ

初
9
つ
ビ
ー
も
、
刊
行
作
権
侵
害
と
な
リ
ま

す
。士

村
名
な
欲

T
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
名

前
や
肖
像
を
無
断
.て
尚
u
m
や
そ
の
宣
伝

に
利
用
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、

υ
比一
法

の
不
法
行
為
の

一
般
規
定
で
あ
る
第
七

O
九
条
に
よ

っ
て
ね
泌
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
イ
ハ
シ

|
脱
出
に
対
応
す
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
l
総

の
保
泌
の
問
題
で
す
。

音
楽
の
模
倣
す
な
わ
ち
滋
作
は
、
一
宮

作
権
侵
害
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
流

行
歌
の
場
合
に
は
、
原
告
は
、
被
告
の

楽
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
原
告
の
楽
曲
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
似
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

被
告
が
原
告
の
班
点
品
聞
を
参
考
に
し
て
刊

陶
引
判
定
こ
と
を
立
一社
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

u必
近
で
は
、
香
ポ
の
寄
り
の
綴
倣
に

州
附
す
る
判
例
が
で
て
い
ま
す
。

「
ω
宅
何
回山↓

F
O
〈
切
符
」
と
い
う
名
称

の
香
水
を
製
逃
す
る
業
者
が
、
自
分
の

香
水
に
番
号
を
付
し
、
こ
の
番
号
の
も

の
は
有
名
な
外
国
の
ど
の
待
水
に
香
り

が
似
て
い
る
、
こ
の
番
号
の
も
の
は
ど

の
香
ホ
の
符
り
に
似
て
い
る
と
い
う
よ

う
に
表
示
し
ま
し
た
。
裁
判
所
は
、
品

質
に
つ
い
て
ぷ
認
を
避
け
る
よ
う
に
表

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
不
正
制
闘
争
と
は
な

ら
な
い
と
い
い
ま
し
た
。

R
O
M
に
絡
納
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ピ
ー
は、

こ

れ
ら
の
コ
ピ
ー
の
事
例
の
ど
れ
に
も
該

当
し
ま
せ
ん
.
か
、
殺
済
の
.
白
.
て一
は
、
互

い
に
関
連
さ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(注
2
)

U
本
経
涜
新
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一
年
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月
三
日
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凶
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胡
wu新
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九

七
一
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二
川
一-
.日
、
凶
日
参
照
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L
時判叩

一一
は

蜘

川

恥

一印

刷

一凶

い
る
の
は
、
他
人
が
製
造
し
て
版
光
し

た
ビ
デ
オ
ケ

l
ム
の
機
械
を
A
H
法
的
に

購
入
し
て
、
そ
れ
に
取
り
付
け
て
あ
る

R
O
M
(刃
2

ι

0
三
同
玄
宣
言
ご
・)

を
機
械
的
に
コ
ピ
ー
し
て
お
な
"し
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
務
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
製
作

す
る
と
き
な
に
か
を
盗
む
こ
と
に
な
る

か
と
い
う
問
題
で
す
。
海
む
こ
と
に
よ

っ
て
侵
害
さ
れ
る
財
産
般
の
対
象
と
し

て
有
体
財
厳
し
か
な
か
っ
た
旧
約
の
時

代
に
は
惣
像
も
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
、

F

一O
世
紀
の
わ
れ
わ
れ
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
附
聞
躍
を
解
明
す
る
に
は
、
裁
判

所
に
訴
え
を
総
起
し
て
判
決
を
う
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ニ

O

世
紀
の
初
一般
に
却
の
い
て
は
、
レ
コ
ー
ド

産
業
が
同
じ
よ
う
な
問
組
に
山
町
寸
前
し
ま

し
た
。
一

九

O
八
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
故
高
裁
判
所
の
判
例
に
、
ホ
ワ
イ
ト

ス
ミ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ

・
カ
ン
パ

ニ
ー
刈
ア
ポ
ロ

・
カ

ン
パ

ニ
h
判
刊
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
所

は
、
ピ
ア
ノ
を
門
動
的
に
演
奏
す
る
穴

を
開
け
た
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
ロ
ー
ル
は

当
時
の
判
作
償
法
に
い
う

「栴
械
製
物
」

(2
3
)
で
は
な
い
と
叫
判
決
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
に
'
付
く
と
、
叫
川

新
て
山
八
を
附
け
た
テ
l
プ
を
ハ
ン
ド
ル

で
凶
わ
し
て
パ
イ
プ

・
オ
ル
ガ
ン
を
演

出
荷
す
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の

判
決
に
よ
っ
て
、
品
H
m
m
の
搾
作
権
者
は
、

無
断
で
録
音
物
が
作
ら
れ
る
の
を
洋
し

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

3・、
司、

日
本
紙
諸
問
出
問
問

一
九
じ

一
q
e今日川

九
日
い
い
は
川
本
リ
ー
ダ
ー
ズ

ダ
イ
ン

ェ
ス
ト
村
の
刑
制
涼
広
告
を

仰
向
M

叫
す
る
。

(、河
3
)

東
京
地
裁
川
町
初
凶
七
午

a

e

小」
U
判
決
、
北
国
点
附
前
中
株
式
会

社
刈
栄
光
商
事
株
式
会
社

{判
例

防
総
七

eO
H円
七
六
頁
)。

でほ
4
}

金
沢
地
紋
小
総
支

m
m利
問
八

年

O
H円
一

O
H判
決、

8
番
ラ

ー
メ
ン
本
船
こ
と
後
総
長
太
郎
他

対
極
以
智
悠
子
(
判
例
時
縦
七

一-

凶
月
九

H
H
)

。

(注
5
)

ん
と
え
ば
、
取
点
地
裁
昭
如
刊
百

ー一
年

μ月
二
‘
一
臼
、
ン
ャ
ネ
ル

S

A
H州
出
冊
沢
秀
文

(判
例
時
報
.一六

八
H2
7
ハ
九
百
貝
)
、
火
阪
地
裁
昭

和
丘
五
年

一月
}ご

u判
決
、
ク

リ
ス
チ
T

ノ
ヂ
ィ
オ
ー
ル

S
A 対

R
L
対
ヒ
ル
ビ
l
株
式
会
社

(特

釣
と
企
業

一
九
八

O
年
六
月
号
六

O
貞
)
。

(H
J
6
)

東
京
地
裁
附
和
五
凶
年
J

一円
九

日
判
決
、
八
木
昭
典
汁
桑
山
砂
時
三

郎

(将
れ
と
企
業

一
九
七
九
年
凶

月
号
五
四
頁
)。

(九州は
7
)

東
京
地
紋
昭
和
丘
五
年
三
月

}

O
日
、
伊
雄
勝

一
対
株
式
会
社
以

体
制
岩
間
母
裂

(特
許
と
企
業

一
九

八
O
年
四
月
号
三
聞
東
)。

(注
8
}

土
井

、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
l

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
法
的
基
鑓

(注
9
)

1
1
1
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
有
名
実
品
人
物
の
氏
名

肖
像
の
保
泌
|

|
」
山

l
附
マ
ー

チ
ャ

ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

・
ラ
イ

γ
・

レ
ポ
ー
ト

一
九
八

O
年
四
月
号
一

五
貞
、

4
n勾
一
八
氏
、
六
月
号

二
二
百
円
、
七
け
円
可

F

七百
H
。

口
山
高
裁
昭
和
五
五
年

-月
二
八

日
判
決
、
白
川
崎
判
員
対
天
刑判

e

止
之

(判
例
時
報
九
六
七
号
肉
五
以
)
。

円出
高
裁
昭
和
弘
三
年
九
月
七
日
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
ミ
ュ
l

(注

ω
)ジ

ツ
ク

・
パ
ブ
リ
y
シ
ャ
l
ズ
対

鈴
木
道
明

(民
袋
三
二
巻

一
一
四

五
頁
)
。

(a
H
)
来
日以
地
裁
附
利
五
冗
年

-
H
ニ

八
日
判
決
、
パ
ル
7
γ

ム

ク

リ

ス
チ
ャ
ン

・
デ
ィ
4
4
1

ル
他
対
株

式
会
社
ジ
ュ
ン
ア
ン
ド
カ
ン

パ
ニ

ー

(符品
川と
企
業
九
八
O

年
e

一月
号
六
八
一
良
)
。
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(出典不詳)

ー
ム
の
製
造
者
が
、
裁
判
所
に
訴
え
を

提
起
し
て
、
ゲ
ー
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盗
捌
か
ら
保
護
す

る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

(、ほ
l
)
2
7
-z
，m
ddd
F
5
玄

5
ζ

目

uc
F
L
gr
・

三
向
。
。
・
4

〉
安
v
ご
C

の
p
'
NC喧

C
-
印

】

(
目
安
)
∞
)

コ
ピ
l
(
複
製
・
模
倣
)
の
態
様

コ
ピ
ー
す
な
わ
ち
被
製
や
綴
倣
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
強
制
州
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

無
断
で
そ
れ
が
な
合
れ
る
と
さ
法
的
以

前
が
う
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
救

済
を
う
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り

し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
法
的
救
済

が
う
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
適
用
さ
れ

る
法
原
則
は
い
ろ
い
ろ
迷
い
ま
す
。
ビ

デ
オ
ゲ

l
ム
の
コ
ピ
ー
の
問
題
を
検
討

す
る
ま
え
に
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ

げ
て
、
こ
の
こ
と
を
附
明
ら
か
に
し
よ
う

と
お
も
い
ま
す
。

一
九
七

一
年

一月
三
、
凶
H
の
日
刊

新
聞
は
、

n縦
マ
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
社
の
雑

誌

「
円
総
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
腕
読
者
リ
ス

卜
を
絡
納
し
た
帥
眠
気
テ
ー
プ
が
な
に
者

か
に
よ

っ
て
コ
ピ
ー
さ
れ
、
そ
の
コ
ピ

ー
が
U
本
リ
ー
ダ
ー
ズ

ダ

イ

ジ

ェ
ス

ト
社
に
八
-
一万
円
で
売
ら
れ
た
と
い
う

事
件
を
報
道
し
ま
し
た
。

H
総
マ
グ
ロ

ウ
ヒ
ル
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
ズ
・ダ
イ
ジ
エ

エ
ス
社
を
符
訴
し
ま
し
£
秘
~
そ
れ
を

取
り
ド
げ
て
利
縦
し
ま
し
た
。
磁
気
テ

ー
プ
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
側
値
の
あ

る
悩
報
だ
け
を
窃
取
し
て
も
、
日
本
の

刑
法
上
窃
続
出
帯
と
す
る
こ
と
は
凶
燥
で

す
。
民
事
の
訴
え
を
提
起
し
て
、
コ
ピ

ー
し
た
テ
l
プ
の
使
用
を
象
し
止
め
る

こ
と
も
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
お
も
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、
徹
谷
リ
ス
ト

を
合
め
て
討
業
秘
密
な
い
し
ト
レ
ー
ド
・

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
盗
用
に
関
す
る
判
例

が
非
常
に
多
く
、
そ
の
保
設
に
つ
い
て

コ
モ
ン

・
ロ
ー
の
原
則
が
縦
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
品
げ
山
業
秘
山
拾
の
保
設
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

'
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も

必
要
で
す
が
、
ひ
と
た
び
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
を
市
場
に
山
山
す
と
ぺ
ど
の
よ
う
な
手

秀なマシンだ

が社の

明Jヨの

込

常に業界盗体

けを選択じ

会的使
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(12) 

が
あ
る
の
で一
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
必
作
機

法
第
一
条
第

・
刻
銘

-口
付
に
い
う
♂
砂

利

ω
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
山
千
術
の
範
凶
に
以
す
る
も
の
L

と

し
て
著
作
物
で
あ
り
う
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

委
員
会
は
、

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
脊
作
締
法
・
か

保
泌
の
対
象
と
す
る
著
作
物
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
す
が
、

問
題
は
、
好

作
権
に
よ
っ
て
い
か
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

利
用
行
為
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
さ
る
か
に
あ
り
ま
す
。
品
自
作
権
法

は
、
第

一
七
粂
ご
項
に
「
一
番
作
者
人
絡

総
及
び
著
作
権
の
・
手
有
に
は
、
い
か
な

る
必
バ
の
履
行
を
も
裂
し
な
い
」
と
規

定
し
て
い
ま
す
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

芥
作
者
は
、
登
録
そ
の
他
の
手
続
さ
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
す
る
と
問
時
に
自
動
的
に
説
作

織
を
取
得
し
、

川開泌
を
う
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

著
作
際
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
殺

が
非
治
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
絡
を
箸
作
権

に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
.
か
で
き
る
か

品
目
考
え
る
と
わ
か
り
ま
す
。
委
一員
会
は
、

報
告
書
に
お
い
て
、
「
法
判
作
権
法
上
諸
官

作
織
の
効
力
は
、
山
者
作
物
の
内
山
骨
と
な

っ
て
い
る

一
定
の
力
法
を
使
用
す
る
行

為
、
す
な
わ
ち
実
胞
に
は
お
よ
ぱ
ず
、

機
械
の
組
み
立
て
方
に
つ
い
て
記
述
し

た
者
は
、
そ
の
方
法
に
対
し
独
占
織
を

有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
か
け
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
方
法
を
使
用
す

る
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
自
体
を

波
作
権
に
よ
っ
て
直
後
規
制
す
る
こ
と

は
で
さ
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
、
特
A
に
よ
る
保
泌
と
著
作
樋
に

よ
る
川
協
議
と
の
相
巡
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

F?で三竺 ~~ . 三 三三三里型空塑」

ユ

政
府
委
員
会
に
よ
る

ピ

i
タ
l
・

ン
コ

の
法
的
保
護
の
検
討

プ

ロ
グ
ラ
ム

(111'15H)発行

エ
ア
の
椛
成
部
分
の
制
緩
や
制
御
を
行

な
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
与
え
ら
れ
た
の
ち
に
以
体
的
な
仕
事

を
行
な
う
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に

計
算
さ
せ
、
ま
た
は
判
断
さ
せ
る
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
多
く
は
、
い
く
つ
か
の
命
令
の
組

み
合
わ
せ
方
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
者

の
学
術
的
思
恕
が
表
現
さ
れ
、
か
っ、

そ
の
組
み
合
わ
せ
の
表
現
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
省
に
よ
っ
て
倒
悦
的
な
相
違

グ
ラ
ム
の
湾
作
品
椛
保
殺
を
含
め
て
、

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
め
ぐ
る
汗
作
権
問
題

を
仲
間
討
さ
也
ま
し
た
。
こ
の
小
委
員
会

は
翌
年
五
月
ま
で
た
び
た
び
会
合
し
て

刈
議
し
、

e
九
七
ベ
年
中ハ
H
-
H
篠崎刷

会
に
銀
行
合
を
拠
出
し
ま
し
た
。

小
委
ハ
同
会
は
、
相
問
符
書
の
柑
m
・
「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
閃
係
」
に
お
い
て
、

「プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
対

す
る
指
令
で
あ
っ
て、

}
つ
の
什舶
来
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
い
く
つ
か

の
命
令
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
」
と
定

義
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ハ

i.ト
ウ

知
的
創
作
物
で
あ
る
コ
ン
ビ

コ
|
夕

|
-
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
ん
ら
か
の
法
的

保
殺
を
与
え
る
必
-設
住
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
不
同
定
す
る
人
は
な
い
と
お
も
い

ま
す
。

過
去

1
年
に
わ
た
っ
て
、
国
際

的
に
も
川
内
的
に
も
、
現
行
法
の
も
と

で
ど
の
よ
う
な
係
議
・
か
可
能
で
あ
る
か
、

ま
た
適
切
で
あ
る
か
、
お
よ
び
ど
の
よ

う
な
立
、
法
が
必
要
で
あ
る
か
が
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
伐
に
い

た
る
ま
で
リ決
定
的
な
解
決
策
が
兄
い
“
た

せ
な
い
の
で
、
い
ぜ
ん
と
し
て
そ
の
努

力
は
統
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

通
産
省
と
文
化
。ぃ川
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
-

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
の
問
題
を
州

究
し
ま
し
た
。

九
七

-
年
六
円
、
通
派
世
田
市
一
工
業

局
は
、
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
法
的
保
護
制
州

立
委
円
以
会
」
を
絞
訟
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
流
通
を
促
進
す
る
政
策
的
守
場

か
ら
、

ど
の
よ
う
な
保
泌
が
通
切
で
あ

る
か
を
審
議
き
せ
ま
し
た
。
こ
の
委
員

会
は
、

一
九
七
.
一年
創
刊
円
、
「
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
の
法
的
保
殺
に
つ
い
て
|
|
中

間
報
科
書
」
を
発
表
し
ま
し
た。

委
ハ
同
会
は
、
特
批
川
、
法
や
著
作
権
法
は

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
保
護
に
過
し
て
い
な

い
の
で一
、
新
規
立
法
を
必
裂
と
す
る
が
、

そ
の
幼
人
口
、
第

}
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

流
通
を
促
進
す
る
た
め
あ
る
緯
度
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
公
開
を
認
め
る
、
第

一に

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
所
有
者
は
と
く
に
反
対

の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

附
発
に
必
必
な
資
令
を
提
供
し
た
も
の

と
す
る
、
第
Jニ
に
向
分
.
か
作
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
他
人
が
被
製
佼
州
す
る
の
は

蛇滑
化
.て一
さ
る
が
他
人
が
独
立
に
開
発
す

る
の
は
差
支
え
な
い
も
の
と
す
る
、
世
間

川
に
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
挙
必
点
任
を

転
換
し
述
、
法
行
為
の
去
止
消
求
を
認
め

る
、
な
ど
の
縦
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
特
別
の
交
叫
抑
制
度
を
嫁
閉

す
る
と
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
航
行
し
て
、
文
化
庁
は

.
九

七
二
年
一
-川
、
著
作
依
宙
議
会
に
第

一

小
委
ぬ
会

{
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
附
係
)

を
設
け
て
、
コ
ン
ビ

-J
l
タ
ー

プ
ロ

月2回

委
員
会
は
、
さ
ら
に

「プ
ロ
グ
ラ
ム

の
持
作
権
者
に
対
し
、
描
引
作
憾
の
内
容

と
し
て
実
施
機
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
さ
せ
る

排
他
的
跡
地
利
を
付
与
す
る
た
め
の
法
改

正
を
行
な
う
こ
と
は
、
現
段
階
に
お
い

て
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
、

著
作
権
が
表
現
の
利
用
士
宮
保
護
す
る
権

利
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
施
権
・
か
表
現

の
内
容
を
な
す

一
定
の
方
法
の
使
用
を

規
制
す
る
権
利
で
あ
り
、
実
施
機
が
著

作
権
の
概
念
に
な
じ
ま
な
い
た
め
で
あ

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

政
府
機
関
に
よ
る
検
討
は
、

と
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。
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ゲームマシン

と
の
あ

よはTVゲーム織メーカーの r国際会蛾』のよ うすを伝えた本紙第162号から

上
弁
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
法
的
保
協
調
l
l
l

著
作
品
開
審
議
会
と
通
産
省
委
員
会

の
結
ぬ
い
尚
不
法
務
六
三
九
号
三

百
兵

(
.
九
七
三
年
)
参
照
。

(

L

庄内
M
)

コピー対策を協議

no.Jj企2
'9.開 4'1 
ーズメント通信

の
無
断

対
す
る
救
済

ビ
デ
オ
ゲ

ム

コ
ピ
!
に

紙
作
の
特
許
制
度
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
護
に
不
適
切
で

あ
る
こ
と
は
、

こ
の
問
題
・
か
検
討
さ
れ

る
当
初
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
特
務
を

取
得
す
る
こ
と
.
か
可
能
で
あ
っ
て
も
、

寿
命
が
短
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
っ
て
は

持
持
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、

R
O
M
を
つ
け
た
機
械
を
市
場

に
出
す
と
、
即
燃
に
コ
ピ
ー
で
き
ま
す

か
ら
、
げ
-
品
業
総
僚
の
仲
川
授
は
失
わ
れ
ま

す。

し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は
著
作
権

保
泌
.
か
も
っ
と
も
適
切
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
・
か
発
泌
す
る

と
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
P
C
B
に
袋
止
押

さ
れ
て
い
る
R
O
M
の
よ
う
に
、
コ
ン

ビ
斗

i
タ
|

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
R
O
M

に
絡
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
か
っ
、
こ
の
R
O
M
を
か
ん
た
ん

に
コ
.ヒ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
中

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
疏
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
寿
命
は
、
一
般
に
六

力
パ
ぐ
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
の
製
造
業
者
は
、

次
々
に

新
し
い
ゲ
l
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
附
発

し
な
い
と
、
競
争
に
勝
つ
こ
と
.
か
で
さ

ま
せ
ん
。
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咽民

4ユ

円

m、
d 

戸、

ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
と
同
抑
制
の
逮
統

mM
像
を
生
じ
さ
せ
る
効
架
を
も
た
ら
す

鋭
気
テ
l
プ
や
そ
の
他
の
凶
定
物
も
合

ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
著
作
権

法
第
二
条

一
項
-
…
凶
号
は

「録
画
」
を

「山
M
W
像
を
連
続
し
て
物
に
問
定
し
、
又

は
そ
の
回
定
物
を

m製
す
る
こ
と
を
い

う
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、
「
映
画

の
等
作
物
」
は
録
画
物
に
限
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
し盗
品
川
崎
す
べ
き
で
す
。
第

今
一六
条

一
項
は
、
「
務
作
者
は
、
そ
の

映
画
の
著
作
物
を
公
に
上
映
し
、
又
は

そ
の
後
制
服
物
に
よ
り
頒
布
す
る
権
利
を

専
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す。

第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ビ
デ
オ
ゲ

ー
ム
の
プ
レ
イ
開
始
時
に
発
せ
ら
れ
る

述
統
音
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
原
楽
譜
に
告

か
れ
た

「音
楽
の
箸
作
物
」
の
複
製
物

に
よ
る
演
奏
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と

で
す
。
プ
レ
イ
開
始
前
に
演
出
世
さ
れ
る

楽
曲
聞
は
、
同
郎
楽
譜
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

の
手
を
へ
て
R
O
M
に
絡
納
さ
れ
ま
す
。

演
奏
は
こ
の
R
O
M
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
R
O
M
は
、
楽
曲
の
演

占
悼
の
音
を
凶
定
し
た
も
の
で
は
な
い
の

で
、

「
レ
コ
ー
ド
」
な
い
し
録
音
物
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ピ
ア
ノ
や
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
自
動
的
に
泌
奏
す
る
た
め
の

穴
を
附
け
た
テ
ー
プ
ゃ
、
オ
ル
ゴ
ー
ル

の
品
目
を
山山
す
針
の
つ
い
た
シ
リ
ン
ダ
ー

や
有
刺
円
板
と
同
総
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
録
音
物
と
同
総
に
、

楽
曲
を
有
形
的
に
再
製
し
た
桜
製
物
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
楽
曲
を
繍
出
棺
す
る

R
O
M
の
無
断
コ
ピ
ー
は
音
楽
箸
作
物

の
被
製
僚
の
侵
害
と
な
り
、
無
断
コ
ピ

ー
し
た
R
O
M
を
取
り
付
け
た
ビ
デ
オ

ゲ
l
ム
機
械
を
公
衆
の
使
用
に
供
す
る

こ
と
は
演
奏
総
の
侵
害
と
な
り
ま
す
。

者
作
償
法
第
二
二
条
は
「
絞
作
者
は
、

そ
の
著
作
物
を
、
公
衆
に
直
接
見
せ
文

は
聞
か
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
上
淡

し
、
又
は
演
奏
す
る
権
利
を
専
宥
す
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

社
団
地
か
三
社
士
宮
相
手
に
し
て
、

「
ス
ペ

ー

ス

イ

ン
ベ
l
ダ
l
」
に
つ
い
て
粁

作
後
法
お
よ
び
不
正
競
争
防
止
法
逃
反

を
腹
自
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
ま
し
た

が
、
日
本
物
産
と
の
聞
に
は
、
一
九
八

一
年
二
月
間
日
利
解
が
成
立
し
ま
い
域
。

一
九
七
九
作

一
二
月

一
八
日
に
は
、
株

式
会
社
ナ
ム
コ
が
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「
ギ

一
般
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ど
の
よ
ほ
、
熟
練
し
た
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
な
い
他
の
方
法
に
よ
り
有
形
的
に
同
製
す
る

う
に
し
て
問
題
を
解
決
す
る
か
を
教
え

と
担
併
す
る
こ
と
が
で
き
ま
U
ん
。

こ
と
を
い
う
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

る

一
巡
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
あ
級
後
の
筑
間
段
僻
聞
は
、
機
械
言
明
耐
を
ま
た
、
第
一

-
粂
は
、
「
著
作
者
は
、

る
と
問
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

速
の
活
気
術
祭
を
ヴ
え
る
裟
伐
に
転

そ
の
箸
作
物
を
綴
製
す
る
惚
利
を
惇
有

ム
が
ぷ
終
的
に

R
O
M
に
絡
納
さ
れ
、
検
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

機
械
に
取
り
付
け
ら
れ
る
ま
で
に
は、

の
作
成
で
す
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

プ

ロ

第

二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ビ
デ
オ
ゲ

い
く
つ
か
の
段
階
を
へ
な
け
れ
ば
な
り
グ
ラ
ム
は
機
械
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
で

1
ム
の
プ
レ
イ
の
附
始
前
お
よ
び
プ
レ

ま
せ
ん
。

あ
っ
て
、
特
別
の
機
械
の
助
け
が
な
い
イ
中
に
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
生
ず
る
連
続
彩

第
の
段
階
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
叫
酬

と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
熟

練

し

像

は

「
映
画
の
著
作
物
」
を

「ト
映
」

迎
を
附
表
化
し
た
フ
ロ
ー

・
チ
ャ
ー
ト

た

プ

ロ

グ

ラ
マ
ー
と
い
え
ど
も
、

こ
れ

し

て

生

ず
る
彩
像
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
開
発
で
す
。
こ
れ
は
、

一
定
の
問
泌
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と

こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

R
O
M
の

を
解
決
す
る
た
め
の
論
程
的
な
ス
テ
ツ

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ー
ス

・
ブ
ロ
グ
無
断
コ
ピ
ー
が
綾
製
権
の
侵
径
と
い
え

プ
を
定
め
た
も
の
で
す
。

ラ
ム
は
沿
い
た
も
の
で
す
が
、
オ
ブ
ジ
る
ば
か
り
で
な
く
、
終
断
で
コ
ピ
ー
し

第
二
の
段
階
は
、
フ
ロ
|
チ
ヤ
|

工
ク
卜

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
機
械
の
ト
ゥ
た
R
O
M
を
取
り
付
け
た
ニ
セ
物
ビ
デ

ト
を
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
や
コ
ポ
ル
の
よ
う

l
ル
な
い
し
パ
ー
ツ
で
す
。
R
O
M
は
、

オ
ゲ
1
ム
機
械
を
置
い
て
治
業
す
る
ゲ

な
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

こ
の
よ
う
な
オ
ブ
ジ

ェ
ク
ト

プ

qク

ー
ム
場
に
対
し
て
、
映
画
の
著
作
物
の

グ
言
語
に
翻
訳
し
た
ソ
ー
ス

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
絡
納
し
た
も
の
で
す
。

上
映
備
の
門限
h
M
M
を
主
張
す
る
こ
と
が
で

ラ
ム
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で一
す
。
ソ
ー
ス

ビ

デ

オ

ゲ

ー
ム
の
R
O
M
の
無
断
コ
さ
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ヵ
1.卜
に
パ
ン
チ
し

ピ

l
に
対
し
て
著
作
権
保
殺
を
主
張

す

著

作

総

法

は

、

第

-
O
粂
に
著
作
物

た
り
、
デ
ィ
ス
ク
、
テ
ー
プ
、
ド
ラ
ム
る
に
は
、
少
な
く
と
も

ニ
つ
の
ア
プ
ロ
を
例
示
す
る
な
か
に
「
映
画
の
著
作
物
」

な
ど
に
記
隠
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。

を
か
か
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
定
義

さ
ま
す
。

仕

掛
-
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
コ
ン
ビ
ュ
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
二
条
三

第
三
の
段
階
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

|
夕
|

-
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
著
作
物
で一
あ

項

は

、

「
こ
の
法
律
に
い
う

『映
一酬
の

お
語
を
倹
憾
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
の
で

リ、

こ
れ
を
格
納
し
た
R
O
M
は

そ

の

新

作

物
』
に
は
、
映
画
の
効
擦
に
類
似

さ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
長
穏
で
あ
る
機
複
製
物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
R
O
M
を
す
る
視
党
的
又
は
税
制
労
先
的
効
果
を
生

械
言
語
に
制
訳
し
た
ア
セ
ン
ブ
リ

・
ブ
無
断
で
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
じ
き
せ
る
方
法
で
表
現
さ
れ
、
か
っ
、

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
で
す
。
ソ
ー
ス

・
ブ

の

な
か
の
複
製
品
俗
の
俊
密
で
あ
る
と
主

物
に
凶
定
さ
れ
て
い
る
薪
作
物
を
含
む

ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
験
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

張
す
る
と
と
で
す
。
箸
作
健
法
第
二
条
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

マ
ー
で
あ
れ
ば
理
解
す
る
と
と
.か
で
さ

一
項

一
五
回
可
は
、
「
複
製
」
の
絡
を
「
印

こ
の
規
定
を
見
る
と
、

「映
画
の
著
作

ま
す
が
、
ア
セ
ン
ブ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム

刷
、
写
呉
、
被
写、

録
音
、
録
画
そ
の

物
」
に
は
、
伝
統
的
な
映
画
フ
ィ
ル
ム

M
A
M
A
引
AM
A
引
A
M
A
m--
uA
M
A
M
A
M
AU
A
MAHUA
M
A
M
A
MA
M
A
MA
v
n
k
p
n
A仏
r
MA
M
A
MA
v
n
k
"
1
向
"
A
"A
MA
M
A
引
A
"1向
"
A"
A
U
A
い
A
M
A
"ー“
い
A
"
A"
Auvd
UAHUV内
引
A

企塑重一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一j
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ヤ
ラ
ク
シ
ア
ン
」
に
つ
い
て
、
不
正
競

争
防
止

4
Kも
と
づ
く
仮
処
分
命
令
を

得
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
努
力
が
続
け
ら
れ
る
と
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
著
作
権
保
滋
が
明
臨時

に
さ
れ
る
の
も
そ
う
遠
く
な
い
と
お
も

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で一
も
、
並

行
し
て
侵
害
製
品
を
扮
除
す
る
努
力
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

月2回

(注
目
)

「ゲ
i
ム
マ
γ
ン」

一
九
八

-

年
三
月
一
日
(
士
ハ
O
号
)
参
照
。

(注
M
)
大
阪
地
滋
昭
初
五
四
年

一
二
月

}
八
日
決
定
、
株
式
会
社
ナ
ム
コ

対
凶
日
本
販
売
株
式
会
社
。
こ
の

事
件
は
、
つ
ぎ
の
記
事
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
「
州
側
ナ
ム
コ
、
常世界

の
コ
ピ
1
機
問
題
解
決
に
新
局
衡

を
拓
く
」
(
「ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

産
業
」
-
九
八
O
年
-
月
号
三
六

頁
)
参
問
問
。

ゲームマシユ〆

《編
集
部
に
よ
る
註
》

本
紙
惜
掛
川山
号
に
て
既
報
の

T
V
ゲ
ー

ム
機
メ
ー
カ
ー
、
日
米
欧
八
判
官
に
よ
る

「間
際
会
議
」

(
三
月
九
日
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
)
で
行
な
わ
れ
た
法
制
州
務
抽
酬

の
内
容
を
土
井
郷
生
氏
が
ま
と
め
た
も

の
が
、
以
上
の
内
谷
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち

「
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
」(ヘ
ん

縞
で
は

「
ビ
デ
オ

・
ゲ
|
ム
」
)
と
あ

る
の
は
、

一
般
に
い
う

T
V
(テ
レ
ビ
)

ゲ
|
ム
を
さ
す
も
の
と
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
炎
詣
で
い
う

ざ
念
。
。
。
ョ
。

と
は

T
V
ゲ
l
ム
}
般
を
さ
す
と
と
も
に
、

製
品
と
し
て
の

T
V
ゲ
|
ム
機
を
意
味

す
る
場
合
が
あ
り
、
業
者
サ
イ
ド
で
は

後
者
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
家

経
用
テ
レ
ビ
と
後
続
し
て
用
い
る
シ
ス

テ
ム
な
い
し
製
品
は

ヱ
。ョ
。
〈
E
2

0
2再
と
さ
れ
区
別
さ
れ
て
い
る
。

本
紙
本
文
で
は
、録
画
・再
生
の

「
ビ

デ
オ
」
と
区
別
し
、
ま
た
家
庭
の
テ
レ

ビ
と
も
な
味
の
異
な
る
と
こ
ろ
か
ら
.

「
T
V
ゲ
l
ム
機
」
に
統

一
し
て
い
る
。

大 JE15年 9月 2日生

〔学業〕
H召利]]8正ド 4Fj-20王手 8月隊第士宮学校在学 (591羽) 、昭和

24年 4門法政大学法学部編入学 昭 和27年 3片岡 卒 業、Hi':lfl127
午 4月半稲聞大学大学院法学研究科 入 学昭利 2911'-3月 Jl'i]fl革士

総穏終了(法学修ゴ二) 、昭和29年 9月一1173'l'D 3 2年 8月フルプ
ライト交検学生としてアメリカ合衆 聞 にf'R学ミシ シッ ピー大
学ロ ー・スクール ・チュ レー ン大学ロ ー ・スク ー ル {マ λ ター ー

オブ ・シヴィ Jレ・ロー〉 、ハ ー バード大学ロ ー ・スクールで

勉学。

(職 務〕
昭和33ij'. 4月.!fl，#市悶火学に就戦。助手、IV任。溝口市、助 教授

をへで現在教級。 法学部で函際私法および工業所有償泌を知
当、大学院法学研究科で悶際私f去を扮.当。

IIjg:ji[j 43年 -14{J;ワシ ン トン大学客ぬ教授 (知的所有織法、

図際契 約 法、比較法抱当)。 法学研究科 で国際私訟を姐当。

章表{壬 法政大学法学昔Jlr.IIiRm (図際私法〉 、 1'~w十戸院大学大
学院〈国際和、法) 、東北学院大学法学ffE(凶際私法)。

政府関係 著作総 滞j議会委員、公正取引委員会国際問題

研究会会員。昭和 47年者作総務繊会第 2小 委員会(コンピュ

ー ター関係)委Q、1Ii':l利 47年通産省ソフト ウェ'Tiit的保泌開
設委員会委員。

学会関係 王宮作総法学会理ヰ人
法とコンピューター学会耳Il~匹。

〔その他〕
国際i街司判中級協会名簿f中級人、発明協会工業所有権 実 施 あ

っ施および鮮側委民会委民、 オランダ、サイトフ ・アンド
ノルドフ閃際出版社編集委!.l。東 7ジア ・太平洋務作総セミ

ナ一政府 代表(昭和48年 、昭和51年) 。

{主要著書〕
The Inlc))cctua) P.-opel.ty 

& Noordhoff， 1980). 
T，'adcrnark and Un(ail' Competi tion Law of Japan. 

Oigest of Court Deeisions (AJPPI Japan， 1980). 
Patent and know・How Licensing 川 Japanand the 

United Stntes (edはed with Sh.Htuck. Univ. of \~;;l 
shington Press. 1977). 

「アメリカi窃リり去ノ、ン ドブックJ

「多図書ti-企業の経済学J (山崎il'l，
新聞社1975年) 。

r-1ン テ レク チュ 7)レ・プロパテベ」

72王手}。
「フランチャイズ ・システムJ~ (商務法務削'究会1972年)。

r国 際契 約ハ ンド プ γ クJ (同文京官1971年)。
「国際費目的財 産取 引の基本問題 J (酒 井tlJr.!'i1970年)。

「特許 ・ 1窃t~~I{ .著作権 保 滋 の闘 際1問題J (ì活弁担~J;!i 1970) 。
「パテ ント ・ライセンスJ (崩事法務ωf究 会1968年)。

「工業所有機 ・活:作抑:と幽際取ヲIJ (成文2:<:1967年) 。
「ノウ ・ハウJ (1税務法務併究会1966年) 。

〔著作権関係論文〕
「コ ンピュー ター ・プログラム保綴と取引の法律問題J 金

属虫法務取情587勾 4A (1970年)。
「コンピュー ター ・プロ グラムの特3午保線J rt話取法務研究

499-f} 9頁 (1969年}。
「コピー織総による複:彰被製と耕作権保線J

1977 fJ'. 1月号 10到。
"Legal Protection of ComputCI' Pn)gri.lms......Reρ()1'lS 

of Two Govcl'nrnent Committees"， ?ATENTS & 
LlCENSING Deι 1973， P.3 

(尚製法務耐f究会19

マイクロ:J;:J~

(紙、同文章官1976年) 。
小 林胤成と共彩、毎日

工業所有償法伊会E盟主匹、

(Sijthoff 

、

。fJapan 

土井輝生氏の略歴

Law 

第168号昭和何年7月1日

む
す
び

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
無
断
コ
ピ
ー
に
対

し
て
は
、
た
だ
い
ま
数
件
の
訴
訟
が
係

M

糾
し
て
い
ま
す
。
一

九
七
九
年
、
株
式

会
社
タ
イ
ト
ー
は
、
日
本
物
路
株
式
会

( 13) 



(14) 月2回 (I日 151-1)発行【全面広告】ゲームマシン第168号昭和56年7月1日
月2回 (111-15制 発行【全面広告}ゲームマシン第168号昭和56年7月lB)
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馬続、ふみ'的格本

セガ・スペース・オデッセー

謎の惑星に侵入せよ y
あき'やかに変化して行く壮大なシーンを

リアルに再現。

スペース・ロマンあふれるニュー・スベ

クタクル・ TVゲーム。

ダークホース、落馬、写真判定一オッズ、

の

筏

長

.初級と初段があり

ンで選別します。

.豊富をたたくと 一呼吸おい

てカ。ラスの中の手が!助き

玉Lを;iiljります。

・瓦が途中までだと下の怪

E欽が笑い令部?illれる とt立
きます。

.たたき総iま2繰類赤(号車)

然(強)があり 、子供でも

女性でも遊べます。

ボタ

特

君もタフならやってみろ

載できます。

級者向、

者問。

百，8根郡りに
~~き値
定荒巻st志

-，、

実際のレースのスリルと興奮をリアルに再現

ジャングル・ロード

ウィリアムズ社製

このゲーム機は.運営基準に沿った
メダルゲーム場にてご使用下さい。
特に取得メダルの財物への交換は、
賭博行為となりますので，絶対に禁
止して下さい。

甲
子
園

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
野
球
ゲ
l
ム
。

ピ
ン
チ
・
ヒ
ッ
タ

l
で
一
発
逆
転
ノ

ニ
ュ

l
・
タ
イ
プ
の
プ
ラ
イ
ズ
・
ゲ

l
ム

セ
ガ
・
ス
タ
l
レ
イ
カ
|
(
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
)

ス
ペ
ー
ス
・
タ
ン
ク
で
般
の
防
衛
線
を
次
々
と
突
破
/

司
令
部
へ
ア
タ
ッ
ク
グ

4
つ
の
戦
闘
シ

1
ン
を
繰
り
込
ん
だ
異
色
の
T
V
ゲ

ー
ム
。
新
発
売
/

基
板
販
売
も
同
時
受
付
中

お
手
持
ち
の
デ
ュ
ア
ル
基
帽
慨
を
破
格
値
で
ス
タ
l
レ

イ
カ
l

へ
。

セガ・ルーレット

CPUによる全自動ルーレット

ゲーム。わかりやすいかけ方で

遊べる新しいメダルゲーム機、

6人用。

〒108，臣家事E港区 三因子5・16 TELEX J27181 
TEL 03(455}6511{大代表)

〒140東京都品川区東品川 ト32・15コーシ sービル3F

T E L 03 (472) 6405(代表)
干556大阪市浪速区 元町2・12-24・106

T EL 06 (647) 4455(代表}
〒464名古屋市千緩区今;也4・1・11浴田ビル

TEL 052(732) 2611(代表)

シンスーノぐー

マ91-16582

ヰ土

部術

本

大 級営業所

名 古 鹿 営業所

L

、J
tρ

1" 

ウォーロード

ファイヤー・ポールで狙った城を攻め落とせY
1人-4人でプレイが楽しめるニュー・タイ

プのTVゲーム。

米国アタリ社製造許諾製品

〈-Iみ::::・

叫 iり

ビデオ・ハスラー

ひねり、クッション、自由自在。ビリヤード

(ポケット)の醍醐味をたんのうできる新し

いTVゲーム。

コナミ工業側製造許篇製品

行為は固くお断り致します。

弊社製品についての無断の模倣、改造等の

... 
『

} 
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条

日
町
区
五

日
引
所
央
平

リ

軒

中

豊

山

市

市
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日

中

岡

平

次
将
福
山
里

町

府

県

市

京

阪

問

問

東

大

慣
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Z司

平

素

は

格

別

の

ご

高

配

を
賜

リ

辱

く

お

礼

申

し

よ

げ

ま
す
。

さ

て
体

社

で

は

こ
の
度
新
製
品
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
「
ヴ

ア
ン
ガ

l
ド

」

を

発

先
す

る

に

際

し

、

業

界

各

位

の

ご

忽

解

と

ご

協

カ

を

あ

願

い
自
・
し
上
げ
ま

す
。

本
ゲ

ー

ム

機

は
弊
社
が
独
自
で
考
案
、

開
発
、
製
造
い
た
し
ま
し
た
も
の
で
す
。

商
標
登
録
お
よ
ぴ
特
許
申
議
完
了
済
み

で
あ
リ
ま
す
。
従
・っ
て
弊
祉
の
許
可
な

〈
祭
断
で
模
倣
、
ま
た
は
こ

れ

に
類
似

す

る

商

品

と

し
て

営

業

す

る

行

為

等

は

弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と

に
な
リ
ま
す
。

弊
社
で
は
こ
の
よ
う
な
格
利
侵
害
行

為

に

対

し

て

は

、

不

正

統

争

防

止

法
、

工
業
所
有
権
関
係
法
、
著
作
権
法
等
に

基
づ

5
、
断

国

た

る

伶

置

を

鰍

じ

る

所

存
で
あ
リ
ま
す
。

関

係

各

位

に

必

か

れ

ま

し

て

は
、

以

上
の
処
旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力

賜

リ
ま
す
よ
う
十
円
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め

に

皆

様

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
七
月

株
式
会
社

新
日
本
企
画

代
表
取
締
役

川
崎
英
吉

ぃ
、
ゲ
レ
λ
ト
ソ
ノ
術

{
八

階
)
あ

μ
ざ
わ
つ
て
む
り
、

そ
の
鮎
川市
、
@
山
以
い
物
し
て

食
嚇
し
て
澄
ぷ
、
と
い
う
J
J

つ
が
任
い
に
効
果
を
上
げ
て

五
月
.
一
十
九
日
、
大
阪
の
や
演
劇
、
彫
刻
版
な
ど
の
俄

い

る
ー
ー
と
し
て
い
る
。

八
M

也
市
に
、
八
階
建
て
の
内
し
物
が
で
き
る
ホ
ー
ル
、
ま
実
際
、
子
供
述
れ
の
客
に

武
百
貨
庖
八
尾
応
が
華
々
し
た
「
中
小
時
計
の
広
場
」
や
「
ま
は

umtは
修
好
の
プ
レ
イ
ラ

く
オ
ー
ブ
ン
し
た
。
大
阪
で
つ
り
の
広
場
」
と
い
っ
た
パ
ン
ド
だ
。
二
凸
卸
ほ
ど
の
人

は
阪
急
や
お
お
度
、
阪
神
に
プ
リ
ッ
ク

・
ス
ペ
ー
ス
を
允
工
之
は
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
幼

つ
ぐ
開
番
目
の
営
業
}
船
積
を
実
、
加
え
て
東
ぶ
、
大
阪
の
川
ん
や
そ
の
制棋と
ち
、
フ
イ
|

待
つ
大
型
-
白
貨
応
で
、
尚
氏
有
名
匁
門
底
約
二
一
卜
軒
を
テ
ル
ド

・
ア
ス
レ
チ

γ
ク
{
ス

傘

F
で
は
東
京

・
池
袋
応
に
ナ
ン
ト
と
し
て
入
れ
、
訪
れ
ウ

ェ
i
デ
ン
刷ぎ

に
は
小
、

つ
い
で
・
一
時
附
自
の
広
さ

1
1。
る
人
に

「作
阪
の
~
ア
パ
ー
ト

小
校
生
ら
が
遊
ん
で
お
り
、

従
治
二
氏
が
ギ
い
る
尚
武
流
と
は
返
っ
て
、
な
に
か
ア
カ
無
料
の
せ
い
も
あ
っ
て
前
も

通
グ
ル
ー
プ
の

μ

関
.
内
品
川
…
"
ぬ
汁
し
て
い
る
よ

7
だ
」
と
治
況
を
屯
し
て
い
る
。

の
ほ
ど
が
分
か
ろ
う
と
い
う
弓
わ
せ
る
ほ
ど
の
紛
糾
な
内

総

斤

数

千

二
百
即
の
「
太

も
の
だ

J

笈
ぷ
り
を
示
し
て
い
る
。

防
の
広
助
』
の
う
ち
、
ア
ミ

閃
内
に
は
慨
に

h

州
問
的
(し
八
九
叫
ん
ば
か
ら
は
近
鉄
で
... 、
1
l
f
A
J
ン
ト
総
投

(人
・
ム

阪
}
、
大
治
的

(滋
伐
)
を
内
十
分
だ
が
、
郊
外
大
引
い
Y

之
を
除
〈
)
は
ほ
ぼ
そ
の
問

械
「
る
川
グ
ル
ー
プ
ど
が
、
ハ
ー
ト
と
し
て
千
二
パ

れ

収

訓
。
千
円
の
必

k
げ
は
・

て

さ
ら
に
こ
の
地

N
に
『阿
武
』
自
作
で
き
る
大
物
航
市
甲
山川
も
併

J

・卜
が
川
あ
り
、
休
日
い
は

を
7
ヒ
l
ル
し
た
い
な
向
を
必
、
こ
の

-

h
川
で
い
州
大
阪

・
7
;
p
d
h
-
1
!
?
-

f

'

せ

て

い

た

そ

え

よ

の

尚

闘

を

変

え

た

と

い

わ

れ

ミ

ニ

蒸

気

機

僕

卓

も

走

り

ま
と
ま
八
モ
帯
当
は
か
ら
市
る

白
川
叫
が
小
♂
一?
2
5、
や
は
り
党

大

型

メ

リ

ー

が

彩

り

そ

え

る

し
て
成
欽
が
あ
り
、
そ
れ
を
八
M

ほ
か
ら
が
多
い
{
約
下
分
)

-
:

:

機
に
「
八
尾
西
武
」
を
関
西
が
、
な
か
で
も
人
気
が
あ
る
さ
で
、
こ
の
「
太
陽
の
広

の
拠
点
と
す
る
こ
と
に
決
め
、
の
が
出
上
「
太
陽
の
広
場
」

幼
」
の
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
を
除

カ
を
注
い
で
き
た
と
い
う
。

だ
と
の
こ
と
で
、
開
凶
以
来
、

く
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
関
係

当
自
の
ラ
イ
バ
ル
は

「
な
大
成
皿
況
。
そ
の
間
内
山
を
、
同

を

巡

営
し
て

い
る
の
が
、
仰

ん
ば
い一向
島
戸
時
」。

そ
の
せ
い
庖
販
売
部
の
鈴
木
大
三
郎
諜
附
本
製
作
所
(
本
社

1
大
阪

か
イ
メ
ー
ジ

・
7
ッ
フ
を
十
長
は
、
①
大
阪
、
と
り
わ
け

巾
悩
島
区
総
洲
一ての
いハ
の
二

分
考
慮
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
八
尾
周
辺
は
遊
び
場
が
少
な
十
一

、
念
四
五

.
i
hハ
-
五

西
武
で
は
関
西
最
大
厄
舗

ゆ
と
り
あ
る
屋
上
遊
園
地

• 
そ
の
敬
僚
の
紙
に
途

rる
と

、・、，
。

東京郁台東区浅草 橋5-4・4 シュエル秋 灘1京
干 111官 03(866)6175
仙 台市上杉6丁白 1醤 12号鈴木ピル 1陥
〒980官 0222 (75) 6071-3 
福 岡市1噂多 区1噂多駅東3-3-16)11;膏ピル304母
〒812n 092 (471) 8612-3 
管 Z軍 保むつ市 新 町 1 2 の 4
〒035n o 1752  (2) 7780 
東大阪市吉田7-2-35ホウイトシャト ・・ 1幡
〒578n oフ29 (65) 0533  

仙 台 営 割健所

京支 I苫

徳間営 事産所

むつ営 業 所

東 大級営事量pfr

東

株 式会社

新日本企
干530大阪市北区西天満6T目1番2号千代田ビル別館5陥

内

fu五
十
円
。

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
は
三

十
州
人
乗
り
。

S
Lほ
ど
の

人
気
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ

れ
で
も
乗

っ
た
下
供
た
ち
を

見
守
る
綴
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
顔
が
よ
く
臼
に
つ
い
た
。

同
社
の
妙
中
英
二
課
長
は

運
営
の
方
針
に
つ
い
て
「
西

武
側
と
よ
く
相
談
を
し
て
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

を
と

っ
て
小
引
遊
国
地
化
を

め
ぎ
す
と
い
う
こ
と
と
、
色
、

デ
ザ
イ
ン
は
阿
武
の
カ
ラ
ー

で
あ
る
紺
系
統
を
多
く
用
い

ま
し
た
」
と
結
っ
て
い
る
。

そ
の
紺
色
。
定
前
式
乗
物

機
や
ゲ
ー
ム
機
の
コ
ー
ナ
ー

は
紺
色
の
テ
ン
ト
の
中
だ
。

「
λ
ク
ラ
ン
プ
ル
」
や
『
パ

ッ
ク
マ
ン
』
な
ど
の
T
V
ゲ

ー
ム
機
ト
.
合
を
・
中
心
に
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
・
ニ
ト
敏

ム
円
、
小
初
来
物
機
で
は
『
U

F
O
」
や
「
F
l
カ
i
」
な

ど
山
淀
川
州
製
の
も
の
十
台
で
あ

る
。
パ

y
テ
リ
l
ヵ
ー
は
「
ミ

ニ
ミ
ニ

カ
ー
」
の
コ

ー
ナ
ー

に
卜
ム口、

4
4
り
凶
っ
て
い
る

な
お
八
僚
に
も
同
社
遂
営

の
コ
ー
ナ
ー
「
カ
ジ
ノ
八
尾
」

が
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

ゲ
i
ム
機
十
台
が
設
鐙
さ
れ

て
お
り
、
に
ぎ
わ
っ
て
い

匂

客車 3両編成のSLr弁慶号J(手前}と太陽熱発憶装組

も
そ
う
だ
。

「弁
度
り
」

(D
I
別
)

は背骨
巾
:・戸
内
紛
成
で
・
一ト
川

入
品
市
り
。
小
山
内
に
以
内
さ
れ

て
い
る
太
陽
泡
池
発
匂
袋
訟

の
附
り
を
危
る
。

泌
行
中

ι

山山
す
ケ
ム
り
は
蒸
気
に
よ
る

六
、
関
与
明

a

二
郎
社
長
)
だ
。
も
の
で
、
こ
れ
は
日
本
で
も

ま
ず
「
広
場
」
で
日
に
つ
く
初
め
て
の
は
ず
と
同
社
で
は

レ
ー
ル
虐
行
式

S
L
『
弁
慶
自
負
し
て
い
る
。

H

運
転
手
ω

号
」
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
の
佐
々
木
氏
は

「休

H
は
い

は
同
社
製
の
も
の
(
明
昌
待
つ
も
満
員
で
半
日
で
も
逆
行

殊
産
業
怖
が
協
力
)
。
ま
た
は
切
ら
し
た
こ
と
は
な
い
」

十
台
あ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
!
と
忙
し
そ
う
だ
。
ご
凶
二
周、

一

定員34人のメリーゴーラン ド

""'¥ ~ 
小さな干どもにも人恨のあるパッテリーカー

‘ 
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-・・・園田

ワープJ

ワ
& ナムコから「ワープ

-、

TV  

ノ、

ス
ラ
i

コ
ナ
ミ
製
、

コ
ナ
ミ
工
業
ゆ
(
本
社
大

阪
、
上
月
以
昂
正
社
長
)
製
造
、

レ
ジ
ャ

ッ
ク
鮒
{
本
社
大
阪
、

祭
問
登
戊

a

ニ
社
長
)
発
光
と

い
う
形
で
、
テ
ー
ブ
ル
製
T

V
ゲ
i
ム
機
「
ビ
デ
オ

・
ハ

ス
ラ
l
」
が
先
売
さ
れ
る
。

こ
れ
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ゲ
ー

ム
の
ひ
と
つ
を
T
V
ゲ
i
ム

出同化
し
た
も
の
で
、
'
H
Rを

う
ま
く
動
か
し
て
、
砕
け
げ
の

つ
い
た
色
.
ム
を
ソ
l
ル
テ

I

----ロ目

側
ナ
ム
コ
(
本
社
H

米
-
M

都
大
問
区
蒲
田
丘
の
-ニ
卜
八

の
て
、
朝
日
ピ
ル
、

合
七
三

六
ー
=
二

-、

中
村
雅
談

社
長
}
か
ら
テ
ー
ブ
ル
型
T

Y
ゲ
1
ム
機
「
ワ
ー
プ
&
ワ

l
フ
」
が
発
光
さ
れ
る
。

こ
れ
は
附
方
向
レ
バ
ー
で

フ
7
イ
タ
ー
を
操
作
し
攻
削
弔

し
て
く
る
ベ
ロ
ベ
ロ
を
ボ
タ

ン
に
よ
り
や
っ
つ
け
て
い
く

も
の
で
、
対
戦
ぬ
.
山
が
ぺ
つ

あ
り
ワ
ー
プ

μ
よ
り
均
.
山
を

移
動
で
さ
る
こ
と
が
特
徴
。

ま
ず
中
山
内
に

一
つ
の
泌
路

ク
ス
内
の
上
部
に
終
り
こ
ぶ

し
が
あ
り
、
中
央
部
に
カ
ワ

(
ワ
ー
プ
ロ
l
ド
)
だ
け
が

あ
る
画
面
で
始
ま
り
、
ベ
ロ

ベ
口
、
が
不
規
則
に
現
わ
れ
攻

恕
し
て
く
る
の
を
銑
で
迎
恕

し
て
い
く
。
ベ
ロ
ベ
ロ
は
全

部
で
二
十
川
医
い
て
中
央
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
災
色
か
ら

ね
、
亦
と
色
が
変
化
す
る
。

川
色
の

二
匹
を
泌
統
し
て
殺

す
と
川
同
点
の

H
H

川
い
ミ
ス
テ
リ

ー
ベ
ム
{
カ
エ
ル
、
タ
コ
、

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
)
が
料
品
川
州
。

途
小
で
ワ
ー
プ

U
l
ド
に
入

る
と
州
而
は
.
娠
し
て
迷
路

状
の
川
柳
耐
と
な
る
。
こ
こ
で

ラ
が
州
制
み
荒
川
ね
ら
れ
、
ド
仰

に
出
印
刷
川
が
い
て
、
ボ
ッ
ク
ス

の
F
前
に
は
叩
き
終
が
あ
る

。
政
貨
を
殺
人
す
る
と
「
オ

y
ス
」
の
H

H

が
山
山
る
。
次
に

初
級

(赤
色
)
か
初
段
(
黒

色
)
か
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、

そ
の
色
の
叩
き
盤
を
力
い

っ

レ
ジ
ャ
ッ
ク
発
売
で

プ
ル
の
悶
悶
と
左
わ
れ
小
山
穴
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
一
治
し
て
い
く
も

の
。
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
レ
バ
ー

で
照
準
を
決
め
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
れ
γ

れ
が
照
準
に
向
っ

て
前
進
す
る
。
ス
ヒ
l
ド
は

e
-

一
段
階
あ
る
。

.
ゲ
l
ム
で
、

」
ハ
タ
ー

ン
ま
で
は
h
H
E

例
で
ベ
川

・ンュ

l
ト
で
き
、

二
一
例
以
内

に
色
，
h
を
ボ
ケ
ソ
ト
に
入
れ

る
と
さ
ら
に
:
一
川

ン
A
l
卜

新日本の新型宇宙戦ゲーム 宝
化
学
が
初
の
ゲ

l
ム
機

ザ
・
カ
ラ

注
目
の
新
機
種
、
エ
ス
コ
貿
易
が
発
売
元

宝
化
学
明
(
本
社
東
京
、

山
m
p
T良
社
長
)
裂
の
初
の

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
「
ザ

・

カ
ラ
テ
」
が
鍋
エ
ス
コ
貿
易

(
本
社
H
点
点
お
港
区
一
ee
山山

ご
の
五
の
十
六
、
合
四
五
五

l
六
五
-

-
、
泌
総
次
郎
社

長
)
か
ら
発
売
さ
れ
る

こ
れ
は
ぷ
字
通
り
空
手
を

テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
、
カ

リ
ラ
を
何
校
測
る
か
と
い
う

腕
力
を
試
す
ゲ
l
ム
。
ホ
y

品
川
祈
日
本
金
向

{本
社
大

阪
、
川
崎
炎
上
門
社
長
)
か
ら

新
m
T
V
ゲ
l
ム
機

「
ヴ
ァ

ン
ガ
l
ド
」
が
六
月
下
旬
発

光
と
な
っ
た
。

で
き
る
。

川
パ
デ
l
ン
以
後

は。

川
・ンュ

l
ト
で
き
る
な

ど
延
長
し
て
い
く
。

得
点
は
色
ぶ
の
吊
×
ホ
ケ

ッ
ト
の
俄
半
×
パ
タ
ー
ン
数

×
問
。
h

ハ
同
以
内
じ
全
部
入

は
ワ
ー
プ
サ
イ
ン

(
・・
卜
紗

問
似
}
が
山
山
て
い
る
川
町
に
似

ら
れ
る
。
敵
に
桜
触
す
る
か

仰
に
叶
え
る
か
、
爆
発
に
穆

き
込
ま
れ
る
と
ア
ウ
ト

フ

ァ
イ
タ
l
一
二
人
が
や
ら
れ
る

と
ゲ
l
ム
終
了
。

得
点
は
ベ
ロ
ベ
ロ
の
黄
色

が
六
卜
点
、
位
九
十
点
、
み

テ
レ
ジ
ャ
ン

2
人
用

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
が
D
C
シ
ス
テ
ム
で

わ
れ
る
《
こ
れ
を
通
過
す
る

け
ト
.
の
よ
う
な
「
カ
ク
l
ン」

と
二
疋
タ
イ
ム
内
下
山
総
は
か
ら
の
攻
恨
の
み
で
、
こ
れ

無
敵
と
な
り

d
r
zり
"
で
は
時
々
不
問
川
な
み
色
の
線

き
る
。
こ
れ
以
外
の
均
A
H
は

(

ス
i
ハ
l
ウ
£

l
ブ
)
を

敵
と
敵
猟
と
ト
ン
ネ
ル
の
い

姉
き
な
が
ら
砲
台
を
仰
い
祭

ず
れ
に
勺
つ
で
も
字
ん
同
船
は
ち
し
て
く
る
。
ヵ
ク

l
ン
は

爆
発
す
る
。

.
ゲ
l
ム
:
一機

ク

モ

の
糸
が
交
わ
る
ご
と
に

(
切
符
可
)
、

一
定
得
点
以

mえ
て
い
く
が
、
附
尚
上
郷

土
で
一
機
追
加
さ
れ
る
。
に
表
示
さ
れ
た
パ
ワ
ー
が
な

場
面
ば
次
々
変
化
し
て
い

く
な
る
と

m加、か
止
ま
る
。

く
が
、
第
阿
川
崎
而
の
λ

ト

ラ

ス

ハ
イ
ダ
ー
が
両
両
下
部

イ
フ
ゾ
|
ン
で
は
進
相
手
を
加
に
行
く
ご
と
に
な
お
か
ら
U
開

魔
す
る
グ
リ
メ
(
上
ド
品川
す
色
の
ベ
ル
ト
が
紳
び
て
い
き
、

る
}
や
バ
リ
ア
が
現
わ
れ
、
十
六
川
一
が
前
打
践
す
れ
ば
ベ
ル

第
五
場
出
の
プ
リ
ー
ツ
ゾ
1

卜
が
つ
告
が
っ
て
ゲ
l
ム
終

ン
で
は
ケ
ム
ラ
λ
が
管
制
川
、

了。

λ

l
パ
l
ウ
J
1
7
を

こ
れ
に

7
ま
く
:
川
辺
ま
れ
う
ま
く
以
て
ば
ベ
ル
ト
は
い
問

る
と
ホ

l
ナ
λ
俳
点
な
ど
、

か
く
な
る
。
以
後
の
-
M
円い
い

キ
如
、
ラ
ク
タ
l
の
変
化
も
多
な

っ
た
ス
バ
イ
ダ
ー
を
や
つ

が

変

わ

る

，

〈

飽

き

さ

せ

な

い

。

つ

け

る

と

ボ

ー

ナ

ス

得

点

と

aa山
崎
両
は
ピ
ル
状
の
ト
定
価
テ
l
フ
ル

mum
，d，P
九

な
り
、
次
の
パ
タ
ー
ン
へ
巡

ン
ネ
ル
で
、
し
ば
ら
く
進
む
ト
八
万
円
、は
〈・九
卜
バ
川
、

む
。
九L
刈
で
八
ハ
タ
ー
ン
あ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゾ
l
ン
が
削
情
ア
y
ブ
ラ
イ
ト

h

ハ
卜
八
万
川
。
り
、
パ
タ
ー
ン
が
逃
む
ご
と

E-ZSEize-szE・
E
-
i
i
E
s
i
i
it

じ
倣
の
仲
茶
述
仰
慌
が
泌
ま
り

新
ハ

l
ド
の
宇
宙
ゲ

l
ム

川
川
内
…
が
附
加
し
て
い
く
。

'
V
L
.
，
.
圏
、
・

1
・

.

、

官

』

=

巳
-
E

山
台
は
三
基
(
切
符
可
)

由
〆

=-E司コ
正
乞
且
ヘ

1
2苦
手

だ
が
、
.
定
得
点
で
一
法
違

ノ

ミ
ー『

E
ヨ
E
e
-
〆
、
、
府
弓
三
.

加
さ
れ
る
。
な
お
パ
タ
ー
ン

火山内
H
叫
吋
じ
宇
宙
美
人
の
飯
が

シ
グ
マ
商
事
か
ら
「ス
パ
イ
ダ
l」

現
わ
れ
て
ほ
ほ
え
み
か
け
る
内

u
d
明
・
疋
悩
州
十
六
万
円
、

初
〈
型
定
価
丘
|
万
円
。
な

お
基
終
版
光
も
あ
り
定
悩
十

円
守
a
h

・

-J川
河
a

。

、4J
.

，Jれ
ut

司、司、
句、

ワープ&ワープ

は
時
限
縁
側
で
倣
を
や
っ
つ

け
る
。
制
崎
川
押
は
色
に
よ
っ
て

.
秒
か
ら
:
・
抄
ま
で
の
削
で

爆
発
す
る
。

.
皮
に
何
匹
も

被
爆
さ
せ
る
と
そ
の
数
に
応

じ
て
ボ
ー
ナ
ス
得
点
こ
の

途
中
で
ワ

l
フ
ロ
ー
ド
に
入

れ
ば
ま
た
初
め
の
両
面
に
変

わ
る
。
な
お
ワ
l
フ
す
る
に

耳
事

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
仰
(
本

社
H
東
京
都
笠
烏
区
南
池
袋

三
の
九
の
五
、
合
九
八
八
l

て
五
七
-
、
一
福
岡
信
夫
社
長
)

か
ら
D
C
(
ヂ
コ
カ
七
ヅ
ト
}

シ
ス
テ
ム
「
D
S
テ
レ
ジ
T

ン
」
が
品
川
光
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
同
社
麻
雀
ゲ
l
ム

『

T
レ
-
Y
T
ン
」
の
二
人
附

で
、
側
副
は
タ
テ
制
官
}
人

川
の
川
崎
A
円
は
コ
ン
ヒ
ュ
i
タ

ー
が
川
仰

F
、
て
人
間
で
・
・
人

ザ・カラテ

ば
い
叩
く
と
、
，

呼
級
h
u
い

て
ボ
Y
7
ス
内
が
光
る
と
同

時
に
旧
内
り
，
』
ぷ
・
し
が
下
に
動

き
「
パ
リ
パ
リ
」
と
い
・
7
t
u

と
と
も
に
カ
ワ
ラ
を
割
っ
て

い
く
。
カ

ワ
ラ
は
令
部
で
八

枚
あ

η
、
川
叩
き
袋
を
叩
い
た

カ
蛍
に
応
じ
て
割
れ
る
。
八

枚
全
部
を
割
る
と
カ
ワ
ラ
の

円臨
ド
却
に
い
る
筏
採
が
声
を

出
し
て
泣
き
、
途
中
ま
で
し

か
刻
れ
な
い
酬
明
合
は
笑
・
?
。

.映時
H

e

炊
で
.
戸
川
の
フ
レ

イ
が
で
き
る
。
力
川
引
に
よ
り

初
級
と
初
段
と
が
選
べ
る
の

で
、
f
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

搬
出
し
め
る

定
価
七
十
附
U
H
川

-角

れ
る
と
ポ
ー
す
λ
件
点
。

川
の
シ
ュ
l
ト
で
で
例
以
上

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
倍
同
情
。

一
万
点
以
上
で
れ
主
一
一
倒
追

加
と
な
る
。

mJ，
g
定
価
六
十
万
円
。

ヴァンガm ト

ニ
れ
は
ペ
』
小山
山
判
争
ゲ
l
ム

で
、
仙
川
作
レ
バ
ー
で
下
山
似

を
八
必
向
に
仲
柑
品
川
さ
せ
、
川

トタ
向
の
措
比
例
ポ
デ
ン
で
倣
を

迎
然
し
な
が
ら
ス
ベ

l
λ
ト

ン
ネ
ル
を
逃
み
、
川
削
終
地
点

に
い
る
ゴ
ン
ド
を
や
っ
つ
け

る
と
い
う
も
の
。
ト
ン
・
平
ル

は
六
場
而
あ
り
、
場
而
の
交

付
時
や伸明崎市川
川に

い
ろ
い
ろ

な
指
ぶ
が
仰
と
な
っ
て
山
山
で

く
る
。
ト
ン
ネ
ル
コ

l
ス
全

体
は
画
商
右
上
で
示
さ
れ
、

ま
ず
右
へ
、
次
に
右
上
、ト担、

七
下
、

ト如
、
卜
と
剣
山
崎
方
向 .. ヴァンガー ド{テーブル)

シ
グ
マ
磁
市
中
間
脚
(
本
社
東

京
、
真
鍋
嗣
勝
紀
従
長
)
か
ら

テ
ー
ブ
ル

m一T
Y
ゲ
l
ム
機

「
ス
パ
イ
ダ
!
」
が
七
月
卜

旬
発
光
と
な
る
。

こ
れ
は
宇
宙
か
ら
繁
錯
し

な
が
ら
地
域
を
内
鋲
し
ょ
・
7

と
降
下
し
て
く
る
λ

ハ
イ
ダ

ー
を
迎
恕
し
て
い
く
ゲ
i
ム

で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
レ
バ
ー

と
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
る
も
の
。

叫
刷
新
な
色
彩
と
コ
ミ
カ
ル
な

州
両
内
谷
に
な
っ
て
い
る
。

幽
必

k
mの
卵
か
ら
ス
パ

イ
ダ
ー
が
生
ま
れ
て
ど
ん
ど

ん
繁
鮒
し
、
糸
を
山
山
し
て
7

司、.司、
、、

バ

μ
ト
点
。
ミ
ス
テ
リ
ー
ベ

ム
は
カ
エ
ル
.山
内
ペ

タ
コ
千

点
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
二
千
点
。

時
似
川
崎
仰
で
・
皮
に
唱

一匹
殺

す
と
.E

刊
行
点
、

.H.同一
F
点、

四川一
一.
千
点
。
.
定
制
点
以

上
で
フ
γ
イ
ず
ー
が

一
人
追

加
さ
れ
る
。

定
価
米
定
。
な
お
築
制温販

k
%
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
ロ
ン
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

和
了
点
数
が
ス
コ
ア
と
タ
イ

マ
ー
数
に
加
算

(
二
人
用
で

負
け
た
側
は
同
県
数
が
減
算
)

さ
れ
る
。
タ
イ
マ
ー
は
ゼ
ロ

が
同
時
に
対
戦
で
き
る
。
に
な
る
と

マ
イ
ナ
ス
じ
進
み
、

イ
マ

l
制
で
う
ま
く
勝
っ
と
流
府
ま
た
は
利
f
点
数
を
加

タ
イ
ム
延
長
と
な
る
。
副
而
え
で
も
マ
イ
ナ
λ
点
な
ら
ゲ

中
央
に
持
ち
時
間
の
タ
イ
マ
ー
ム
終

f
。
て
人
附
で
片
方

l
数
(
必
初
一
-
U
M

点
)
、
叫
吋

の
タ
イ
マ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
の

ち
点
(
紋
初

:-M点
}
、
ド

場
合
、
似
貨
役
人
で
刈
省
の

ラ
、
徐
て
ハ
イ
な
ど
が
お
示
。
タ
イ
ム
は
紋
初
に
反
る
。
似

し

Lmと
ド
畑
山
に
プ
レ
イ
ヤ
ー

伐

を
追
加
役
人
し
な
い
川
崎
A
口
、

の
ハ
イ
が
悦
べ
ら
れ
、
フ
l

タ
イ
マ
ー
が
プ
ソ
ス
の
側
は

ド
付
き
で
山
川
分
の
パ
イ
は
州

伐

り
ゅ
聞
を
コ
ン
ビ

A
1
タ

1

1

i

 

F
じ
は
日
比
え
な
い
。

1
州

F
い
対
似
で
き
る
。

遊
び
ト
H
は
出
帆
中
院
と
川
じ
M
釘

山

河
川
川
は
テ
l
ツ
か
ら
の
ゲ

.
似
で
、
配
ハ
イ
か
ら
挑
て
た

|
ム
ソ
フ
ト
門
川
向
げ
の
伝
記
述

い
ハ
イ
の
添
川
内
ボ
タ
ン
を
抑

ば
い
よ
り
・
・
mmあ
り
、

M
D

L
、
ゲ
l
ム
進
行
に
応
じ
て

3
m七
卜
万
川
、

M
T
2
塑

チ
l
、
ポ
ン
、
ヵ
ン
、
リ
l
七
十
五
万
円
。
既
発
売
の
D

チ
が
で
き
、
ウ
ラ
ド
ラ
や
リ

C
シ
ス
テ
ム
本
体
使
附
の
時
、

l
チ
.
発
な
ど
も
あ

っ
て
本
テ
l
ブ
単
価
二
万
八
千
円
、

絡
的
。
相
7
4
(
あ
が
)
れ
ば
傑
作
パ
ネ
ル
一
万
五

T
問。

タ

，.. 
，、

ヒデオ・ハスラー

そ
の
巣
の
よ
う
な
も
の
を
作

り
な
が
ら
下
降
し
て
く
る
の

を
レ
ー
ザ
ー
砲
で
迎
撃
。
敵

の
砲
ム
ロ
へ
の
攻
然
は
、
ク
モ

の
糸
が
交
わ
る
占
…に
出
来
た

|テーブルゲーム用アンダーボックス専門メーカー

2人周テレジャン

カラーディスプレイモニター
パネル取付担農作ケース

各橿爆作パネル

〈例〉シゃンビュータ一周爆作パネル
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ロ

-別注その他金具修一式も製造

販売致しております。
.j商品数の多少にかかわらず全

国発送致します.

パネル燥i宇都にl革、あらゆる

パネル{当社製)が取付けられ

ますので、パネル交燥により、

何 しいゲームに{買えます。
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TV機部昆も鰐瞬発売申です

.+字レバー

・八方向レバ一

回発射ボタン
・スイッチングレギュレター

・練作パネル(各種)

スーパー・キング

〈共通f土俵〉
. .コイン 1、2、5"

レジット切替可

・?レジット、ホッパー

いずれも使用可

.パックアップ機能付で

停電時もOK

・配当事90-55%切醤可

.外郵キー操作で間接も

ワンタッチ
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オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
手
を
わ
ず

ら
わ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
米

年
二
十
ペ
ン
ス
硬
貨
が
新
規

発
行
さ
れ
る
の
は
大
い
に
歓

迎
さ
れ
る
・
}
と
な
の
だ
。

二
l
ペ
ン
ス
傾
向
叫
が
七
角

日
本
で
は
来
年
五
百
川門
硬

二
十
五
円
)
と
な
っ
て
い
る
形
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は

貨
が
お
阿
見
、
え
す
る
が
、
楽
が
十
ペ
ン
ス
似
品
川
は
大
き
く
日

F
反
対
の
声
が
多
い
も
よ

国
で
は
米
年
二
十
ペ
ン
ス
碩
滋
た

い
の
が
餓凸…
と
言
え
る
。
う
で
あ
る
が
、
国
-v
泣
幣
日
刊

貨
、
再
米
年

一
ポ
ン
ド
硬
貨
と
く
に
現
在
T

V
ゲ

|
ム
機
は
広
〈
関
述
同
体
の
怠
見
を

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
を
含
む
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

1
ム

と

り
入
れ
、
放
終
的
な
デ
ザ

硬
貨
に
柿
怖
い
関
係
の
あ
る
B
機
の
遊
戯
料
が
昨
年
か
ら
の

イ
ン
を
決
定
、
来
年
中
に
発

A
C
T
A
(A

M
協
会
)
と
努
力
で
よ
う
や
く
ニ
イ
ペ
ン
行
す
る
と
し
て
い

る
。
ま
た

A
V
A
B
(自
販
機
協
会
)

ス

(
十
ペ
ン
ス
磁
叫
H
二
枚

H

一
ポ
ン
ド
硬
貨
に
つ

い
て
は

で
は
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
約
百
円
)
に
値
上
っ
た
も
の
フ
ラ

ン
ス
・
ド
イ
ツ
な
み
の

い
る
。

の

、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
高
級
硬
貨
と
し
て
、
茶
阿
で

こ
れ
は
こ
の
本
政
府
筋
か
が
す
ぐ
に

一
杯
に
な
る
な
ど
は
初
め
て
作
ら
れ
る
む
の
。

ら
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
従

1
1
1
1
1
1
S
I
l
l
i
--
l
i
li
-
-
-
-

米
か
ら
B
A
C
T
A
と
A

V

若
者
を
夢
中
に
さ
せ
る
T
V
ゲ
!
ム
の

A

B
は

ポ
ン
ド
硬
貨
を
発

f

l

o

.

.

 

行
す
る
よ
7
隊
約

;

1
h

園児
4
則
+
民
国
h

R

R
耳
』
尽

き
た
結
来
、
期
待
し
て
い
な

4
r
a園
町
、
、
，

-443Eと
d

か
っ
た
こ
」1
ペ
ン
ス
硬
貨
と

5
月

初

日

、

英

国

下

院

で

合
わ
せ
新
規
発
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
業
界
側
の
努
力
英
悶
の
国
会
(
下
院
)
で

、

が
笑
っ
た
も
の
。
し
か
し
、

T

V
ゲ
l
ム
機
の
使
用
を
制

政
府
筋
に
よ
る
と
せ
っ
か
く

限
す
る
法
案
が
五
月
一

l
a

の
二
十
ペ
ン
ス
硬
貨
は
現
夜
開
提
出
さ
れ
た
が
、

一
二
内
刈

あ
る
五
十
ペ
ン
ス
硬
貨
同
様
九
四
祭
で
否
決
さ
れ
廃
楽
と

七
角
形
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
な
っ
た
。

コ
イ
ン
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し

て

こ

れ

は

『
ス
ペ
ー
ス

・
イ

は
か
な
り
の
悶
鰍
を
余
儀
な
ン
ベ

|
ダ
|
』
を
始
め
と
す

く
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
る
T

V
ゲ
|
ム
機
に
来
者
た

な
り
、
う
れ
し
い
が
図
っ
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
い

る
現

こ
と
だ
と
業
界
側
で
は
誇
り
状
を
憂
い
、
険
械
の
オ
ペ
レ

ム
円
っ
て
い
る
。

-
シ
ョ
ン
に
対
し
地
ん
当
局

ち
な
み
に
英
同
の
現
行
通
が

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
よ
う

用
硬
貨
は
、
般
向
蛸聞
が
五
寸
定
め
る
法
案
を
、
労
働
党
議

ペ
ン
ス
(
約
二
6
五
十
円
)
員
の
ジ
ョ

ー
ジ

フ

l
ル
ク

で
、そ
の
下
は
十
ペ
ン
ス
(約

ス
氏
が
議
会
に
提
出
し
た
も

五
十
円
)
、
五
ペ
ン
ス

(約

の
。
調
べ
に
よ
る
と
全
国
で

英
国
で
来
年
却
ペ
ン
ス
貨
発
行
に

rdFJ司
hltJa 
弘三流a

メダルゲームl理的政;7iJili~.;，. 

につ;子まして11r〆j'"，.ゲ

ームj品j"f'，品)，~''Il J ~. ，~ ゥて
ご{出JIJl'さも 、

晶君E
3惨事可 ~II

ft(09889)7・3333

Telex 

5267710 VEND JPJ 
合 (03)553・8293附

現行の50ベンス硬貨白固と10ベンス硬貨(実効大)

年再
に来

1
ポ
ン
ド
貨

阪凶砂E習室1
発行月2回 (119'15日)

大阪市浪速区恵美須西3・3・36

ft (06)643・3857(大代表)

東京支底 東京都中央区新)111・18・7

沖縄支庖

沖縄ベンドジャパン/沖縄県宜野湾市大山436

-技術の粋を集めた名機

ビッグショット II 
マ91・・・11722(高砂電器)

.カラーポーカ一決定版

ゴールデン・ポーカー
マ95-1878(ポナンザ)

-
』
れ
に
対
し
保
守
党
議
員

の
ミ
シ
ェ
ル

・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

は
、
多
く
の
回
一民
に
無
害
な

楽
し
み
を
提
供
す
る
こ
れ
ら

の
機
械
の
使
刑
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
と
は
、
そ
れ
こ
そ

八
万
台
の
T

V
ゲ
l
ム
機
が
版
社
会
的
で
あ
る
、
と
反
治

そ
れ
ぞ
れ
毎
週
平
均
二
百
ポ

し

、
係
決
し
た
と
こ
ろ
見
事

ン
ド
も
位
怖
い
で
い
る
と
の
こ
に
向
法
案
は
JA

自
決
さ
れ
た
。

と
で
、
貨
車
な
カ
ネ
を
ゲ

l

こ
の
結
果
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

ム
ご
と
き
ち
の
に
消
費
し
、

で
な
い
T

V
ゲ
|
ム
機
に
パ

来
た
す
べ
き
円
泌
を
絞
っ
て

し
て
は
な
ん
ら
規
制
さ
れ
主

ま
で
熱
中
し
て
い
る
若
者
た

い
こ
と
が
、
逆
に
明
ら
か
に

ち
か
ら
、
し
ば
し
T

V
ゲ
l
ム
な
っ
た
わ
け
だ
が
.
H
木
の

機
を
遠
ざ
け
よ
ヲ
と
、
そ
の
場
介
は

:
と
考
え
さ
せ
ら

徒
裟
喫
山
を
説
明
し
て
い
る
。

れ
て
し
ま
う
。

乳
FALi--「
革
P
1
L
J
Z
1
2
4
n
P
4
k
d
T
H
P
4
r
E
4市
V
A
V
-
z
x
Z
4
R

ゲームマシン

国際化 したアミユースメントニ ュース .

1 T RNATIONAL AMUSEMENT NEW 

.競馬のス リルを満喫

ズームエイト DX 
マ91-14065(高砂電器)

電署

.リーチできるダイゴ味

ベイアウト麻雀 II 
マ95-2029(アイレム)

岡崎・・• 

専
務
理
事
が
就
任

-馬が増え、売上げも増え

スーパー・ウィナーズ・サークル
マ95-2087(コロナ商寧)

米

国

・

メ

ー

カ

ー

の

協
会

A
D
M
A

.ここまで来た宇宙戦争グ

ムーン・シャトル
マ95-1836(日本物産)

第168号

さ
き
ほ
ど
発
足
し
た
米
闘

の
小
型
A

M
機
メ
ー
カ
ー
の

協
会
で
あ
る
A
D
M
A
(ア

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
デ
バ

イ

ス
・
マ
ユ

ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア

ラ
l
ズ

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、
ポ
ー

ル・

ヒ
エ

|
プ
ン
エ

氏
を
脊

持
制
収
率
に
迎
え
入
れ
な
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

同
氏
は

一
九
五

O
年
に
キ

ー
ニ
ィ
悦
に
入
汁
し
て
以
米

ず
っ
と
業
界
に
お
り
、
一六
十

年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ

ベ
テ
ラ
ン
で
、
七
九
年
以
来

γ
カ
ゴ
の
住
人
と
な

っ
て
い

る
。
な
お
事
務
局
は
シ
カ
ゴ

郊
外
の
デ
ブ
レ
ー
ン

(
オ
ヘ

ア
空
港
の
北
)
に
な
っ
た
。

A
D
M
A
の
会
員
状
況
に

は
さ
ほ
ど
変
化
は
な
く
・
例

文
メ
ン
バ

ー
の
後
に
ユ
ニ

バ

ー
サ
ル

U
S
A
討
が
加
入
し

た
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
い
ぜ
ん

T

V
ゲ
|
ム
メ
ー
カ
ー
ば
か

リ
の
協
会
と
な
っ
て
い
る
。

式
社

株
会

A rmor A t tack 
(Cinematronics) 

米11，1シネマトロニクス主iの政

新機係「アムール・アタ，:7 J。
XYモニタ一式で、l付b=!:.t戦

車ゲームで 2人用で使用 した

場合は同時ゲーム展開となる。
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R
P
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リ
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L
で
き
ま
す

.

・

け

主

川

化

沼

田

司

夕

日

間

手

小

十

位

安
心
、
総
夫
、
阪
一
仰
な
本

田

町

集

本

紙

主

催

米

国

ツ

ア

l

山
川
一
山
一

・

ト

4
B
E
r
-

-

定
評
あ
る
本
紙
、
不
似
、
米

な
A

M
地
訟
で
あ
る
ユ
ニ
パ
た

(航
全
巡
行
じ
川
仙
川
上
げ

.

・

』

=-F
一

同
A
M
O
A
祝
祭
y
ア
ー
は
.
l
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
な
ど
、
A
r

分
も
折
込
み
り

と
。

旅
行

圃

-
H
E
E
F
-

-

今
年
で
第
六
回
と
な
り
ま
す
。
後
の
A

M
研
究
に
役
ぷ
つ

ス

取
扱
裟
お
は
近
俄
H
本
ツ
l

園

・

『

・

・

-

ヨ

咽

』

「

今
回
の
内
谷
は
十
日
間
と
い

ポ
ッ

ト
が
今
凪
の
ツ
ア
ー
に
リ
ス
ト

・
上
本
町
泌
総
併
で

.

-
Z
J
ス

わ

れ

川

口

げ

れ

れ

は

叶

札

口

M
h
り
わ
し
ぺ
刊
村
山
符

M
m
k
m

・
4
4・
ガ

タ

を
中
心
に
、
シ
カ
ゴ
と
サ

ン

ム

プ

l
ム
に
む
接
す
る
こ

と

さ

、
快
適
さ
を
保
障
し
ま
す
。
-

m

怠
mn

k

以

U

わ
れ
れ
い
じ
ゅ

お
申
込
み
は
お
早
め
に
'

E

E

凹

'E'
ヌ

川

の
が
特
徴
で
、
ま
さ
に
笑
績

1

・

・

圃

削

則

及

寸

訪
問
付
り
げ
サ
比
九
M
M引
μ一勺

ド

ツ

ア

ー
は
新
点

以
(成

m

-

a酬
圃
司
-

H

先
の
メ
ー
カ
ー
は
ミ

ッ
ド
ウ
宿
泊
抑
川、

団
体
行
動
中
の

交

問

)
全
泌
を
出
発
点
と
し
て

.

H

固
咽
古
d

mu

r

エ
|
材
、
グ
レ
ム
リ
ン
祉
な
通
費
、
チ
y
プ

・
利
川用
制
悦
な
お
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
大

.

圃

司

語

、

作

ニ

ど
大
手
メ

l
y
l
f
予

定

し

ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

白

川

十

ら
の
来
継
使

(有
料
)

川

町

M
W
学

ユ

れ
れ
れ
れ
げ

U

日
比
特
別
刊
行
口

MAHuu-

H

.

ド

見

、

機
市
場
が
緩
め
て
安
定
し
て
り
ま
す
の
で
誌
で
す
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フ
レ
ッ

ト
を

E
h
r
-

-

阻

町

『

場

ド

紘
大
し
つ
つ
あ
る
米
国
の
実
お
旅
行
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同
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問
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-
U
H
M

E

り

月
間
む
仁れ
し
い
れ
お
料
品
叫
し

り
d
h打
け
門

閣

・

同

国

同
開
ニ
ノ

た
め
の
価
値
あ
る
経
験
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・
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.あそび方、世界の旅
・1ゲ 司ム10阿~却問明暗弐.

・2!l(t〆グルペイアウ ト方式.

・@⑮@のボタ y でコーλをヒレクトして下き也、

.Aコースのヨ・ル(10Y ドン、 s.ースのゴー，レ，.，マリ .

Cコーλのゴ・ル(1=~ -3:ークてす.

・@⑮⑬畠コーλξb4怯までコインを投入できます.
・2ールロ制遣する ξ^ ，・A'" ・2倦、 D.・λ.....6 
惜 C :> ・~'. 四億のメダルがペイアヴトき丸ます.

LJ~."..:7 2'4.汗話会ItLEIJAC CO.，LTD. 
盟関凶縄関慣酬明星闘前一一一一一 HEADOFFICE 

LELJAC CO.，LTD.にはお:;rimayo叫 awa，

本社/大阪市淀川区西申!a!ST白11醤10号〈第3中島ピJレ10F)，TELD6(305) 1331 
T E L 06(305) 1331 TELEX 52360 1・7LEI-JAC ..J 

SERIES 

-里行制。‘

発行( 1 11・151J) 

イジナッフ

-金崎 710哨

MACHINE 

-仕機
・全;t;J.4~ 
・'f91-15幻S

月2回

ーー一一一〈にとりがっせん一一一ー-

ジューフボックスタイプ新登場

ゲームコーナーに最適です/
・10問-<0円明暗弐.
."品仏出 し 大型I~常〆グルペイアウ .. n曹司，
・沖縄よ 0スタ ートし.北海道3でヨ嶋ルして下き、、.

・デモンス bレ-$>3ンφI:H針決信，'?・チ肘i混れま
す.

一一一一一一せかいのたび一ーーー一一

楽しさいっぱい/夢の世界旅行ヘー

人気急上昇申グ

UPLIGHT 
レジヤツワ・アッフライトマシジ・

.仕機

ゲームマシン

LEIJAC 

お待だせしましだ/大好評ジャンケンゲーム新発売

ピカデリーサーカスも新発売
メダルゲーム視の股置選管につきましては rメダルゲーム場選営基議J を守ってご使用下さい。

-あそび方
・10円四円明哲弐a

・ま描〆グルペイアウト方式。
.，イ Y主11〆グル引責入し(9枚 までoK) 
スタ ー トボタンを?申して下~ぃ.

・ コンピa ータ -~Iのラシプが点滋し グー， ~a ~ . 
パーのいずれかに止まります.

・3欠に臼筆力的にプレイヤー倹jの1団総のランプが点

成するのて、ストップポタシを押ιτ下さ、、.

・プレイヤーが骨勺 e2回戦がスタート ι1't.以
後向揮に腸ち鎌ぃτ6回世までプレーでき止す.

・プレ fヤーが梼勺てい る渇令 次の剣献をやめて

ペイアウトボタンを押す e.メダルが払い出きれ
ます.

電舎内d

第168号

君はコンビューター

¥ 

昭和561手7月1日

.2田価f$:......4 f~ ・4回枇却18・6@fl.....1∞唱

に勝てるか/

-配当率
・1回枇 2培・3由微 '10;音・5@軸 ....時帰

.仕様
・金調隠し品。事、 .会略災訓3、
・奥行 3!:0'>;. 曹91-)4129 

(21) 



(22) 月2回 (18 " 15日)発行【全面広告】ゲームマシン第168号昭和56年7月1日
'1->: -、

月2回 (1 11・1511)発行

G 状況
アミューズメ ント通c社編

警察庁調査による

JB 

ゲームマシン

(昭和55年1月.......12月)

る賭よ

第168号昭和56~手 7 月 1 日

シリーズ ⑤ a 
都道府

県別の
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鮮烈な画面で展開される

新感覚のスペースドラマ

新時代の幕あけ

大型 20画面

プレアデス
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TEHKAN INTERNATIONAL CORPORAτ目。刷

2-1-13 AZUMABASHI， SUMIDA-KU. TOKYO， JAPAN 

PHONE: (03) 624-3101 TELEX: J 27174 TEHKAN 
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以上の〆ダル機由設置運営にっさ ましては 『メダル唱道営基準』を守ってご使用下さい.

tt06(264) 1391 (大代表)
tt0723(36) 1174(代表)
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・ 相ι/大阪市東区安土町2T目30番地(大阪国際ピル20F)
.松原工場/大阪府松原市西大塚 l丁目1・-5 -16 
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(25) 昭和何年7月1日 第168号 ゲームマシン 月2回 (1 tl・15日)発行【全面広告]

ムーンシャトル

フエンタ-
~ 20;合ま

迫力45~

i柔作がしやすい独自のコントロール方式

本 幸土

Nichibutsu 
白旗物産繍式会担

東京宮車問弛宗祖申央区白本崎 小用時 15苗地8号 a(03)664-5271(("1:)〒103
広 蝿・富里斯広島市 京 桶 時 2T目 6帯 地 8吻ピル ..(0822)64・4531(代 〉干730
事良営揖I'fi 融自町大宮町3T5I4電信25号 やさ止とピル3F a (0742)33・6311<代〉〒630
牟じ間営軍用 ~lJ腕市型車区中の""1晶7TEl9・3 も4よみマンション 曹<011 )824-2571<代 〉〒062
仙台営提所仙台市車町2Te14番21号図南ピル1F宮 (0222)65・5571(代 〉〒980
京 胡官聾所 毘認咽欠世輯究調山勾文字市白'"字筋線級12-1 a(07?的制-6262{代 〉干613
(II.¥:エチフ y九州 渇悶ifi'鐸多I&j陽多駅南4・4・17 ヤノつラビル1F 官 (09白川72-7221<代〉亨812
輔自物レジャーシステム 抱京 揖申央区日本橋 小舟町15!路地8号 官 (03)664・6774(代 》〒 103
NICM唱υTSυ U.K.L'τO. TEL. (021 544-4299 TELEX335949 附C>U<G
附 C剛 BUTSU U.S.A CORP. TEL. (213) 320-5855 TELEX9103496664舵 B礼β A

NICHIBυTSU EUROPE GMBH TEL. (060ワ4)900-38/39 IELEX419??1ワ附EDO. 
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昭和56年 7月 1日第168号 ゲ ー ム マ シ ン 月2回 (1日・ 15臼)発行 (24) 【全面広告】

ミニアップライト好評発売中/
女子供用ゲーム機と して最適です。

背広頭用にコンパクト設計です。

大機種豊富に取 りそろえています。

-歪鐙 42k9 
・消費篭カ ?3W 
・型式認可済 W95-1740 

0コミカルなキャラクターが、あざやかなテレヒ宙函に

アニメーションの世界を鉱げます。

0ユニークな効果音がゲームの雰囲気を一層盛りあげます。

0高得点を得るための緊迫感は最高です。

0次々に変化するテレヒ酉函はプレイヤーをより熱中

させることでしょう。

，、.e
s 、1

1 宍純物げとが局
吃ジ v

、

スペースファイアバード・ヘリファイア シエリフ・モンキーマジック

ボムピ-N'キューティQ他

• 
様

・プレイ 3m司.50円
・アジャスター(2コトキャスター(2コ)付
・金庫容鐙 10同碩箆 4.000l史以上・(1勉)47Omm(奥行l450mm(高さ)1200mm

ア yプライト ヲイプ '" 11守101実務総千代図忽縛悶須節句ト22T e l 03(254) 1647 ι--‘_. _11 _ _ _ _ l1li U覇支 11〒初"健町屋市婿信長司鹿嶋 崎 IT83ZTE札価制5)<4155

lZÂZÚ::rヤて~...，i:7る なぷ2:詰 21JtE誤認211 : ::222:!日;
僧 山 倉 鍵 厳 司円助関山市司脈週間 ‘TIiJ4.11ftτεt偶位《配"$21

テーブルヲイプ

- TVポーカー・カラー版
+ 

連続大小ゲーム
、圃圃

E!E.(~回羽E目
本格←スロットを

完全TV機化.グ

ホッパーっき

DOUBLE UP 

-ベイヨコウト怠し (クレジツトのみ)

.倍率 (2-1000) Ief:毎回画面に表示.1固愚高10紋ぶんのBET ON 
・タフルフコップ(大小ゲーム)は勝っ

ているかぎり連続して挑戦できます

・クレジットへのレート切替装置付

① ビパ・コンチネンタル

②ビパ・ファ イブライン

③ ビパ・ボーナスライン

大平技研
工業側

総発売元

ボナンザ製

近日
発売

)，;，..~ -'. --. -. .・

マ95-1878

セフンマ95-1664

7カード
製造元

ミクマ産 式会社
大阪市都島区東野田町4-4・3T E L(06 )354 -0223附

以 上向 メダルゲームt理的ぷii'il!JS悦にっさま しては「〆 ダルゲーム功2EtZAlt中tJ ~"'ì 勺て ご foli111ドさt、

千
円
札
受
入
れ、
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納
装
置
っ
き
H• • 
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ゲームマシン第168号昭和56~手 7 月 1 日
，、-、
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所
安
時
間

連載小説 (1> 

朝

ら
な
い
。
涼
介
は

〈川川
の
関

わ
り
も
な
い
〉
人
の
よ
う
に

紛
子
と
馴
染
む
こ
と
が
剣
山脱

出
来
な
い
絞
れ
だ
っ
た
。

一正
栄
は
洗
而
を
す
ま
せ
、

さ
っ
ば
り
し
た
気
分
で
判
食

を
む
か
え
た
い
の
だ
が
、
食

前
食
後
ご
皮
も
簡
を
賂
く
こ

と
も
山
崎
鋭
ら
わ
れ
た
の
で
、

し
ま
ら
な
い
な
が
ら
も
気
分

は
明
る
い
状
態
を
保
つ
よ
う

に
し
て
朝
食
を
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
を
押
し
た
ら
、

は

」
八
妙
で
あ
っ
た
。
長
い

間
州
出
所
に
-7
じ
う
じ
と
人
り

こ
ん
で
い
る
人
の
%
が
知
れ

な
か
っ
た
。

'
#
を
出
る
、

・
H
A川
に
お

ろ
し
た
カ
ン
ガ
ル
ー
伎
の
そ

レ
ス
キ
ー
も
H
A
UL

し
っ
く
り

と
な
じ
ん
で
ま
る
で
'H分
の

足
の

e

怖
の
よ
う
だ
、
鵬
刊
を

叫
叶
い
て
い
る
感
じ
が
令
M
m
u

し

な
い
。
日比
ど
り
も
軽

い
、
経

い
作
品
問
に
の
っ
て
小
向
い
丘

を
地
ド
欽
の
駅
の
ん
へ
と
ドの震構レベルを試そう11

レベJ"~パターンまでにアタックH

‘' っ
て
ゆ
く
。

駅
前
に
早
朝
か
ら
聞
い
て

い
る
瑚
幼
応
が
あ
る
。

《一
一説
翁
》
だ
。
マ
ス
タ
ー

は
や
や
太
り
気
味
だ
が
、
き

け
ば
年
齢
脚
は
淳
介
よ
り

一
回

り一
卜
だ
っ
た
。

太
ら
な
い
よ
う
に
注
・援
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
戦
や

か
に
歩
く
こ
と
が
出
来
な
く

な
れ
ば
鉱
山川
と
し
て
失
帥
惜
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

一
路
介
は
叫
川
に
銘
じ
た
。
お

も
え
ば
、
寸
六
歳
か
ら
-
一十

捕
時
く
な
り
、
だ
し
た
と
感
じ
る

暇
も
な
い
聞
に
、
脱
兎
の
ご

と
く
禿
は
減
介
の
父
や
祖
父

た
ち
を
鈍
い
犯
し
て
し
ま
っ

て
い
た
。

M

判
冠
詩
人
で
あ
れ
ば
誌
に

な
る
で
あ
ろ
う
、
絵
に
な
る

で
あ
ろ
う
、
|
|
成
る
朝
、

目
党
め
た
ら
、
詩
人
に
な
っ

て
い
た
|
|
す
こ
ぶ
る
恰
好

が
よ
い
で
は
な
い
か
。

ー

上

告

朝

、
目
覚
め
た

ら
ぬ
に
な
っ
て
い
た
|
|
ま

あ
必
で
も
汗
せ
る
、
ザ
ム
ザ

和佐健吉

J

B' 

畠
『

一

亀

』コ¥

向
山

h
q凶

五
、
六
歳
に
か
け
て
は
、
必

で

結

構

だ
、
恰
灯
よ
い
山
畑
で

犯
に
な
っ
て
禿
げ
な

い
よ
う
あ
れ
ば
、
禿
で
な
い
ぬ
で
あ

に

努

力

を

し

た

。

れ

ば

、
ぬ
と
し
て
李
総
な

-

一
一
州
懸
命
で
あ

っ
た
。
浮
生
を
送
る
こ
と
も
可
能
で
あ

介
の
父
も
父
の
父
す
な
わ
ち
る
。

父
ん
の

mm
父
も
、
母
の
ハ
凡
な
だ
が
禿
だ
付
は
い
け
な
い

る
組
父
も
人
生
の
ご
く
初
期

断
じ
て
必
せ
は
し
な
い
、
こ

に
お
い
て
、
人
生
の
と
ば
く
の
、
洋
介
が
結
く
し
て
禿
げ
る

ち
に
ま
で
さ
し
か
か
ら
な
い
、
こ
と
、
だ
け
か
ら
は

.
刈
懸
命

人
生
と
は
例
か
と
考
え
た
り
逃
げ
て
行
き
た
い
。

す
る
こ
と
も
し
な
い
う
ち
に
ー
ー
ム
以
る
朝
日
覚
め
た
ら

先
に
銭
わ
れ
川
比
さ
れ
て
し
ま
禿
に
な
っ
て
い
た
|
|
太
防

J

て
い
た
。
従
の
毛
が
や
や
が
前
鋭
に
う
つ
る
胤
広
告

~‘ 
民

医圏

方はクランドチャンピオン
になれるか?

ヲヲジドチヤジピヨ『ジ
ハィスコ戸ーを目指し雨 ・落雷 -トンネル

・僑 S字-:霧の障害をつリヤーしロボッ

トカーと競い合うレースは、ドライブゲー

ムの決定版です。

サウンド|ま4チャンネルシステムの保用に

より臨場感あふれる大迫力です。

* 

ん
で
向
然
の
摂
尽
に
も
反
し

て
い
る
、
絵
に
も
縦
し
い
だ

ろ
う
、
務
に
も
な
ら
な
い
の

だ
。

と
い
っ
て
涼
介
は
禿
の
他

人
が
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
、

む
し
ろ
禿
の
人
に
は
線
近
感

が
わ
き
や
す
か
っ
た
。

あ
ま
り
下
肢
に
山
山
て
欲
し

く
な
い
、
禿
も
こ
の
年
総
に

な
れ
ば
も
う
ど
う
で
も
よ
い

の
だ
が
、
禿
に
な
っ
て
ひ
ょ

っ
と
し
て
依
級
者
の
数
が
減

る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
生
活

に
ひ
び
く
の
で
山山
米
る
こ
と

な
ら
も
う
す
こ
し
執
行
猶
予

に
願
い
た
い
も
の
だ
。

《
立
件判
》
に
入
る
、
務
抗
告

い
た
感
じ
の
応
で
、
ダ
ー
ク

ブ
ラ
ウ
ン
を
悲
調
に
し
て
府

の
デ
ザ
イ
ン
を
組
め
で
あ
る
ω

品
川
瓦
の
色
と
木
の
色
だ
。

府
の
・
中
は
変
に
略
く
な
く

明
る
さ
に
む
か
つ
て
聞
か
れ

て
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
紙
を
淀
み
な
が

13

・4

ら
蜘
排
の
香
を
た
の
し
む
、

こ
の
ひ
と
と
き
も
涼
介
が
-

H
の
中
で
好
き
な
時
間
で
あ

っ
た
。応

の
中
で
少
少
人
向
が
し

て
も
こ
の
時
間
の
中
で
は
洋

介
の
体
内
を
ご
く
ゆ

っ
く
り

と
怖
か
に
先
実
し
た
時
が
た

ゆ
た
っ
て
い
た
。

さ
で
、
今

H
は
よ
林

μ
後
介

に
あ
わ
な
け
れ
ば
な
『
勺
な
い

の
だ
が
、
ど
う
し
て
森

nは

突
然
従
訴
を
し
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
。

小
山
下
校
か
ら
市
絞
ま
で
ず

っ
と
同
仁
川
下
校
に
巡
っ
た
友

だ
ち
で
は
あ
る
の
だ
が
、
森

川
総
介
は
ト
〈
ペ
チ
に
は
行
か
な

か
っ
と
。
汁
舶
に
い
え
ば
高

校
を
卒
業
し
て

M
製
誌
に
枕

織
を
し
て
点
'
川
に
山
て
き
た
、

仕
事
を
し
な
が
ら

N
大
の
俗

間
へ
通
う
と
い
う
決
蛍
を
き

い
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
、
が

そ
れ
き
り
い
な
っ
て
い
た
。

姫路支鹿
北日本代理肩

-
皮

M
-
J

Q
の

《
初
日

の
ご
と
く
爽
や
か
に
》
が
流

れ
て
き
た
、
科
よ
い
音
抵
で

篠
山
似
は
ハ
!
ド
ボ
イ
ル
ド
浮
介
も
・
ニ
l
代
ま
で
は
、

ト〈
き
す
ぎ
も
せ
ず
小
さ
す
ぎ

滑

に
出
で
く
る
多
く
の
探
偵
が
こ
ん
な
馬
鹿
げ
た
間
泌
で
一戸
も
し
な
い
、
き
ま
り
で
あ
っ

多

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
自
分
惑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文

た

。

川

か

ら

際
的
闘
に
な
り
た
く
て
探
字
通
り
め
齢
を
市
一
ね
た
の
で
き
ま
つ
で

い
る
う
ち
に
食

1
1

偵
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
あ
る
。
凶
十
代
に
入
る
と
働
市
中
を
す
ま
せ
、
洗
耐
を
す
る

υ
同
聞
の
状
況
か
ら
燦
僚
と
い
肉
が
支
え
愉
の
聞
に
隙
間

瓜

爽
快
な
気
分
で
あ
る
“
元
気

ー{

う
役
割
を
田
市
す
こ
と
に
な
っ
が
は
し
る
よ
う
に
な
る
。
が
下
級
か
ら
仰
を
通
過
し
て

回
一

て
し
ま
っ
た
。

洗
聞
を
す
ま
せ
て
食
事
を
一
如
別
部
へ
ジ
エ

y
ト
出
慨
が
発

2
一

深
川
間
は
そ
の
名
を
島
本
…
得
す
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
す
る
金
属
守
口
の
よ
う
に
級
と

月
F

介
と
2
口ぅ
。

，
日
中
備
の
聞
に
挟
ま
っ
た
通
り
ぬ
け
た
。

探
偵
は
身
長

一
・
七
こ
れ
、
対
物
に
ほ
苛
し
な
け
れ
ば
な
快
便
で
あ
る
、

胸
間

0
・
九
百
い川
、
体
重
七

ニ
♂
で
あ
る
。

州
開
山
川
は
川
明
利
九
年
九
月

J

一

九
日
生
れ
で
あ
る
。
当
然
天

村
縦
で
あ
り
、
二
州
市
木
瓜
い
で

あ
る
。

探
偵
の
血
液
型
は

O
型
で

あ
る
。的

は
初
夏
、
裏
山
で
小
鳥

た
ち
が
酬
明
っ
て
い
る
。
洋
介

は
消
聞
の
中
で
う
っ
す
ら
白

川
澄
を
附
け
、

早
朝
の
明
る
く

な
っ
た
防
射
し
が
舷
し
く
慌

て
て
日
益
を
強
く
閉
じ
、
市刊

び
気
を
と
り
な
お
し
た
の
か

大
き
く
股
る
よ
う
に
精

一
杯

日
を
あ
け
、
起
き
た
。
附
子

を
ひ
き
窓
を
あ
け
、
一投
山
の

山
閉
山
聞
を
ぬ
っ
て
そ
よ
と
欣
い

て
く
る
オ
ゾ
|
ン
を
山
岡
山
田
山
に

合
む
朝
の
空
気
を
た
ヴ
ぷ
り

と
版
い
こ
み
川
き
山
す
深
呼

吸
を
数
度
ぷ
み
る
。

何
回
目
の
嚇
り
は
金
属
で
で

き
た
斜
か
い
箇
を
除
く
ふ
く

よ
う
な
感
じ
で
鋭
く
け
た
た

ま
し
い
。

裏
山
の
頂
上
に
は
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
上
絡
が
削
が
れ
て
力

型
な
台
状
に
な
っ
た
要
議
の

よ
う
な
貯
水
織
が
あ
り
、
そ

れ
よ
り
一
段
下
の
斜
面
に
小

さ
な
神
社
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
無
数
の
本
な
に

よ
っ
て
包
ま
れ
て
い
た
。

一
瞬
、
さ
き
に
洗
耐
を
す

ま
せ
る
か
、
朝
食
後
い
洗
面

を
す
る
の
が
よ
い
か
迷
う
。

--E 
B -• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 2マリジデート
.恋人に対する寅万の愛情度を、 ユニーク怠

璽 タコガクッションを上手に利用してコール

ーで待つ恋人にアタックする、愛情レベルゲ

.ームです。

堕 鰐折り現われる穆猛怠サメをスミで穆退す

量 るダイゴミlま、涼しさを満喫してい疋だけ

. 3:す。
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T E L. (0792)82-6081 (代表)

北日本代理庖 株 式会社レジャ ー サ ービス

〒983宮線県泉市南光台東一γ1330喬 1号
TEL. (0222)52-1711(仰

姫路支底

マックスサービス《暢3

d 
バリー純生/"(.ーツのことならマックスサービスヘ

当?ッヲスサービスは、パ リー車屯疋パーツを量豊富に取揃え

ておりますので、・81年度新 パーツカタログご入用の方はご

一線くださ れば、.?E急お送りいたします。

・多少に かかわら ず.お電話一本で全自へ発 送 い た し ま す。

・価絡袈ご入用の方はご一線 く 疋 さ い。お送りいた します。

声.

，、
株式会社9-.'トー
本社 東京都千代 田区平河町 Z丁目 S番 3骨

タイト ービル 宮 03(264)8611(大代表}干102

TAITO CORPORATION 

J・
フフミューズメント・マシンの裂造 ・嫡出入・販売・ 賃貸 ・屋内外レジャー施設の企画

・設計 ・施工 ・運営 ・サービス(全機種保証付・ 長期分割払 ・賃貸制度育)
MAX' SERVICE CORP. 
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